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田辺町内には、史跡指定を受けました大住車塚古墳をはじめとして多くの

古墳などの遺跡が知られております。天王地区からは今から数万年も前の時

代のものもみつかっています。乙れらは、我が祖先が日本列島に生活の場を

求めて以来、長い年月にわたって守り伝えられてきた、かけがえのない民族

遺産であります。乙の貴重な遺産が失なわれないよう、また永く未来へ伝え

ることは現在の我々の使命とも言えます。

今から10年前に『京都府遺跡地図」が刊行されましたが、それによります

と、本町内には88ケ所の遺跡が登載されています。しかし、その後町内にも

開発の波が押し寄せ、各種の行為iとより、先の民族遺産が改変されたり、失

なわれたりしておることも事実です。また、その行為lとより、偶然にも遺跡

が発見される場合もあります。このようななかで「京都府遺跡地図』が実情

にそぐわなくなってまいり、現時点での本町独自の遺跡の把握が必要となっ

てまいりました。

そこで、昭和56年度事業として、国庫・府費の補助を受けまして、遺跡詳

細分布調査を実施いたしました。その結果、遺物の散布地を含め約70ケ所の

新しい遺跡の発見に至り、 『京都府遺跡地図』登載分とあわせて約 160ケ所

の遺跡が町内にあることがわかりました。

住宅地の造成などにより、各種の開発が行われますが、地下に眠る埋蔵文

化財は破壊されやすいものです。目の前の要求にとらわれず、住民の宝であ

る文化財を守り伝えていくことは重要な乙とです。

本書は当町所在の埋蔵文化財の基本台張となるものであり、今後の文化財

保護行政を進めていく上で大いに活用して行く所存であります。また、本書

が多くの方々の自にふれ、埋蔵文化財に対する認識が高まり、学術研究なら

びに郷土史研究に多少なりとも役立つ乙とを願います。

末筆になりましたが、調査中および報告書作成にあたりまして、関係諸機

関、関係諸氏のご指導・ご協力を賜わりましたことをこ乙にしるし、深く感

謝するしだいであります。

昭和57年 3月20日

田辺町教育委員会

教育長薮 下 撤
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1. 本書は、昭和56年度国庫補助事業として、田辺町教育委員会が実施した田辺町内遺

跡詳細分布調査の概要報告書である。

2. 現地調査は、昭和56年11月16日に開始し、昭和57年1月19日に終了した。

3. 調査の組織は下記のとおりである。

調査主体 田辺町教育委員会教育長 厳下撤

調査指導 京都府教育庁指導部文化財保護課

調査担当者 田辺町教育委員会社会教育課社会教育主事西川英弘

竜谷大学卒業生 鷹野一太郎

調査事務局 田辺町教育委員会社会教育課(課長博田武則)

調査補助員 小林豊彦、南光頼、常盤井智行、村川俊明、義則敏彦、谷浦健史、

牧野秀哉、中村恵、打本尚子

4. 本書をまとめるにあたって下記の諸機関ならびに諸氏には、未公開資料の調査・掲

載および原稿執筆等、種々の協力を得た。乙乙に記して厚く謝意を表する。

京都国立博物館・府立山城園芸研究所・大住小学校(校長 小牧孟)・普賢寺(大

御堂観音寺住職 三神栄昇)・山崎神社(総代 中川楢男)・田辺郷土史会(会長

杉本寿万蔵)・田辺町文化財保護委員会(委員長 村井博)・山城考古学研究会・

粟野諜(大住中学校) ・鈴木重治(同志社大学) ・江谷寛(大阪教育大学) ・林正

(田辺小学校) ・海老瀬敏正(山城考古学研究会) ・吉村正親(京都市埋蔵文化財

研究所) ・中井均(城郭史研究会) ・堀口高好(田辺町松井在住) ・沢井公雄(田

辺町岡村在住)・出島茂(田辺町飯岡在住)・今中久男(田辺町宮津在住) ・南光三

(田辺町水取在住)

5. 本書に添付した遺跡分布図は、田辺町都市計画課発行(昭和48年)の l万分の l地

形図を 2万分の 1IC縮小したものである。

6. 本書のうち、第皿項の一部については、江谷寛・鈴木重治・海老瀬敏正・吉村正親

・林正の各氏lζ執筆願った。その他については、西川・鷹野両名が執筆した。文責は、

文末iと示した。

7. 本書の編集は、調査を担当した西川・鷹野両名が行った。編集にあたっては、京都

府教育庁指導部文化財保護課技師奥村清一郎氏の協力を得た。
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1 .はじめに

田辺町では、乙乙10数年来宅地開発が進み、人口が約2倍になっている。たとえば¥府営田

辺団地をはじめとして大住ケ丘(大住地域) ・松井ケ丘(同) ・健康ケ丘(同)等、町北部を中

心として宅地化が進められている。今後においては、町北部のみならず町南部においても 2，000

戸級の宅地開発・文化学術研究都市構想等の計画がなされている。また国道24号線バイパス ・国

道307号線バイパス ・町道(新設道路)等の建設も計画されている。

以上のように、本町において土木工事等が目白押しにせまり、埋蔵文化財破壊の危機に直面し

ている現状の中で、昭和56年度に遺跡の詳細分布調査を実施する乙とになった。また、乙の調査

の実施によって遺跡台帳を整備する乙とができ、今後の土木工事等にそなえ、埋蔵文化財の保存

および保護をはかつてし、く上で基礎資料とする乙とができる乙ととなった。(西川英弘)

II.分布調査の概要

今回の分布調査は、既K詳細な分布調査のなされている三山木 ・普賢寺地区の同志社校地内、

南田辺団地開発予定地内、松井地区の京阪東ローズタウン開発予定地内を除く町内全域を対象と

したものであり、 『京都府遺跡地図』等にもとづく周知の遺跡の位置の確認 ・現状の把握および

新しい遺跡の発見に努めた。しかし、実際に分布調査を行ってし、く過程で種々の問題点、時間的

制約等が生じ、大阪府との府境付近の丘陵地帯は未踏査区域として残るととになった。また天王

・高船 ・打田の各地区は、各々一部分しか踏査できなかった。乙れらの諸区域については、後日

機会をみて踏査していきたい。

分布調査は、まず北部の平野部からはじめ、徐々に南下し、 普賢寺谷にはし、り、次lζ丘陵地帯

でで、その後報告書作成にとりかかった。

また、期間中、興戸古墳群内の 1号墳(前

方後円墳)と過去に調査されている 2号墳

の地形測量を行った。

なお、第 1図は、今回の分布調査で採集

した遺物の一部である。弥生土器 ・土師器

・須恵器・瓦器などがある。 1--7は土師

器の皿、 8は瓦器椀、 9は中世の須恵器鉢、

10-12は須恵器の杯、 13・14は弥生土器で

ある。土器片個々の採集地点、は、 1が遺跡

台帳(町番号)131番、2が146番、 3が78番、

、てこ二士=:t=五73

\一-土=~4

¥てご」ds
\-~ 7/6 

一二 主三ミ9.12

し-~ ~3 

¥-上グ~ 

Fご:ノ81 1 10CM 

二二二干一一ーが
第l図 分布調査採集土器実損IJ図



4 • 5が81番、 6が137番、 7• 10が136番、8が150番、9が126番、11・14が88番、 12が156番、

第2図 主要遺跡位置図(番号は第E項の遺跡番号と一致する)
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11I.主要遺跡の概要

1 .松井横穴群

田辺町薪から八幡市美濃山にかけての丘陵には、丘陵斜面を掘り込んで墓室とした、横穴と呼

ばれる古墳が数多く見られる。なかでも、田辺町松井の集落の裏山には、かつて19基の横穴が閉

口していた事が知られており、田辺町内では最も横穴の分布が濃密な地域である。

この松井横穴群は、天神社の鎮座する丘陵を南に下った東斜面を中心iζ、現在9基が閉口して

いる。もっとも、乙の地域の丘陵は洪積層であり、崩落しやすい砂磯土を基盤としているから、

関口している 9基の横穴も完全なものは無い。加えて、竹薮の土入れによって毎年地形が大きく

変わる事を思えば、往時には乙れに数倍する横穴が群集していたのであろう。

現在開口している 9基の横穴は、 1-6号横穴が一群を成し、残りの 7-9号横穴は低い尾根

を界して別の一群を形成している。9基の横穴のうち、 8・9号横穴(西北西関口)を別lとすれば

いずれも東に開口するが、とくに 1-6号横穴は 1-2mの間隔で並んでおり、南山城地域でも

他にみられない分布密度を示している。

それぞれの横穴の概略を以下に記す。

1号横穴 現存長約4.2m。玄室内の崩落が特にひどく、奥壁は旧形を残していない。断面は

アーチ形。

2号横穴 現存長約3.2mo Iコ」の字形の平面で、断面はアーチ形。

3号横穴 現存長約2.4m。逆台形の平面で、

奥壁がドーム状にせり出す。断面はアーチ形。

4号横穴現存長約2.9m。玄室の左側壁が

旧形を残しているなら、逆台形の平面となる。

断面はアーチ形。

5号横穴 現存長約4.2m。玄室と羨道との

境が明瞭なもので、玄室は長方形。断面は中央

部の高いアーチ形。

6号横穴 現存長約4.2m。玄室と羨道との

区別が不明確で、と っくり形とも「コ」の字形

ともつかない不定形な平面。断面はアーチ形。

7号横穴現存長約3.9mo Iコ」の字形の

平面で、断面はアーチ形。

8号横穴 現存長約2.8m。玄室内の堆積土

が著しい。 Iコ」の字形の平面で、断面はアー

チ形。

誼醤盤塑竺阻圃駆車幽掴・E遡箇箇

第3図松井3号横穴開口部

第4図松井4号横穴内部
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9号横穴 現存長約4.6m。玄室と羨道の境が崩れ、とっくり形の平面になっている。断面は

アーチ形。

関口する 9基の横穴は、壁面や天井部の崩落がひどく 、しかも開口部から流入した土砂によっ

て床面が深く埋もれている。また多くは、過去の土入れ等によって羨道部のほとんどが崩されて

いるから、正確な規模や特徴を記す乙 とは難しい。しかし、ほぼ9基に共通する点をあげれば、

玄室と羨道との区別が不明確な長台形の平面形に、直立する奥壁と断面アーチ状の天井構造をも

っ乙となどが挙げられる。恐らく築造当初は、

5号横穴のように多くが長方形の玄室に羨

道部を作り付けた構造の横穴であったろう。

と乙ろで、乙の松井横穴群から出土した

遺物が伝えられている。どの横穴から出土

したものかは判らないが、須恵器高杯1(4)・

脚付椀 1(5)・杯身1(3)・杯蓋1(2)・壷葦1(1)・

金環は中空(6)と中実(7)のもの各1がある。須

恵、器は陶邑編年のTK209型式に相当するか

ら、実年代ではおおよそ 6世紀後半それも

末葉と考えられ、松井横穴群の造営年代の

一点をおさえることができる。おそらく松井

横穴群は乙の時期を前後とする比較的短期

間のうちに造営が行われたと考えられる。

古墳時代の後期、それも 6世紀後半にな

ると、丘陵の限られた面積を占めて多くの

古墳が造営される。群集墳と呼ばれる乙れ

らの古墳は、南山城の場合、顕著な例は少

ない。むしろ木津川に注ぎ込む小河川の流

域毎に、横穴式石室を内部主体とする古墳

が10基程度の群を構成するのが常である。

もちろんとれらも小規模な群集墳として考

えるべきであるが、いずれも約半世紀の間

に順次築造された可能性が強く、他地域と I ~ 

はやや異なった様相を呈している。と乙ろ / 

が、松井横穴群と美濃山 ・荒坂 ・女谷の横 ¥ 1-

穴群は相近接し、しかも共通の墓制である 入 、J
など本来一つのグループとしてとらえる事

ができる。乙れらの横穴群は 6世紀後半か

5M 

第6図松井横穴群実測図2

Fh
u
 



三下
戸空当

~w. 
@-c 

.園

ら7世紀初頭にかけて造営され、現在確認さ

れているものだけでも約40基にも及ぶ。とす

ると、乙の松井・美濃山・荒坂・女谷の横穴

群は南山城でもまれな後期群集墳といえよう。

『和名抄』によれば、上記の横穴の分布す

る地域は、山城国綴喜郡大住郷と有智郷に比

定され、大住郷については奈良時代隼人の居

住地となっている。一方、畿内lζ移配された

隼人の故地である南九州、|には、地下式横穴・

地下式板石積石室・立石土墳などの特色ある

墓制が見られ、とくに肥後・日向南部は横穴

第 7図松井横穴出土遺物実視IJ図 の分布が欄密な地域として知られている;

この乙とから、松井 ・美濃山・荒坂・女谷の横穴群を隼人集団の墳墓とみる説がある。もとも

と横穴は、横穴式石室に比べて、造営される土地の基盤層に左右される事が多いといわれる O と

乙ろが、横穴の分布する当地域は、横穴の掘削には全く適さない砂磯土を基盤層としている。考

古学の立場からは、この地域の横穴が地形や地質によって生み出された墓制と考えるよりも、横

穴を墓制とする集団がもたらしたと考えるのが妥当である。文献に記された隼人集団の畿内移配

が古墳時代後期にまで遡りうるかどうかについては今後さらに検討を重ねる必要があろう。しか

し、 当地域の横穴群が南九州系の隼人の墳墓であるとみる考古学の立場からの見解は、ある程度

の説得力をもつものと言えよう。 (海老瀬敏正)

(注)

(1) 付表2文献一覧表番号3・5・25・50・51・61

(2) 佐藤虎雄 「美濃山の横穴Jcr京都府史蹟名勝天然記念物調査報告書』第10巻 昭和4年)
(3) 京都大学文学部考古学資料目録第2部(昭和43年)

(4) 高橋美久二「女谷横穴についてJcr京都考古』 第2号 昭和49年)
(5) 西国直二郎 『洛南大住村史J C昭和26年)

(6) 池上悟『横穴墓J (昭和55年)

(7) 森浩一 「近畿地方の隼人ーとくに考古学の視点からJcr隼人』 昭和50年)

2 .松井窯跡群

1 はじめに

松井窯跡群と呼んでいる遺跡は、田辺町松井の山林の中にある、奈良時代末から平安時代初期

にかけての、須恵器の窯跡のことである。遺跡の位置は、国鉄片町線の長尾駅と大住駅のほぼ中

間の北側に広がる広大な山の中で、海抜80--90rnの丘陵の南向き斜面である。北側は八幡市と接

し、西側及び南側は大阪府枚方市と接している、府県境である。歴史的には、 6世紀以来、南九
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州の隼人が移住した所であり、継体天皇やワニ氏の伝承が多く伝えられている。また平安初期、

桓武天皇の交野ケ原遊猟の地でもあり、中世から近世lζ至るまでの史跡や伝承も多い。

2 調査に至る経過

乙の山林中に古窯跡が眠っている乙とを発見し、発掘調査をするに至ったきっかけは、乙の山

林を京阪電鉄が買収し、 「京阪東ローズタウン」を建設する計画があったからである。乙の計画

は八幡市側では「美濃山地区」に約60ヘクターノレ、田辺町「松井地区JIC約93ヘクターノレの広さ

で、八幡市側ではすでに昭和54年に奈良時代の須恵器窯を発見し、発掘調査を行っていた。田辺

町側においても昭和55年4月に分布調査を行い、須恵器窯や工房跡とみられる遺跡を発見し、 8

月以降昭和57年 1月まで、2次にわたって発掘調査を行った。

従来、乙の山林中は埋蔵文化財の調査は行われていなかったが、最近、大阪府から京都府にま

たがる男山丘陵でいくつかの窯跡が発見され、発掘調査が行われるようになってきて、今まで空

白であった乙の時期の窯業生産遺跡が明らかになり、 重要視されてきた。

3 遺'構

調査した窯跡は、南向きの丘陵斜面に 3基以上並んでいたもので、そのうち 1号窯は最も残り

が良く 、長さ 8m、巾 2mで、約300の傾斜をもち、その下方には莫大な量の遺物を混入した灰原

も広がっていた。窯は傾斜した地山に掘り込んで作ったもので、焚き口は一段深くなって炭が堆

積し、窯壁が左右lと広げられて堆積していた。窯内iζ残っていた遺物は奈良時代末から平安時代

初期の須恵器である。

灰原は 1号窯の南側lζ、西北から東南の方向K延びている丘陵の裾部で、須恵器の混入した灰

混り土があったのでとれを追いながら丘陵の土を掘っていったと乙ろ、元の地形は南北方向のV

字形の谷で、乙の谷に炭、灰、焼土などと共に須恵器の破損品を捨てたもので、灰原の厚さは約

2mあった。全体lと北から南へゆるやかに傾斜して堆積し、大きく上下2層に分かれている乙と

がわかった。堆積の巾は 5--9mで、長さは15mぐらいになると推定できる。灰原の下の地山は

褐色砂質土の部分と粘土の部分があり、粘土は褐色粘土と、青灰色粘土の部分があって、後者は

須恵器の原料として採掘したものと思われる。

窯及び灰原の他l乙、乙の丘陵の尾根には、付近の土砂を運んでマウンドにした部分がいくつか

あり、マウンドの中にも多量の須恵器が混入している。

4 出土遺物

窯及び灰原から出土する遺物は須恵器、土師器、瓦で、須恵器は壷、護、鉢、杯、皿、硯が大

部分を占め、土馬が 1点だけ出土した。

土師器は護が多く、脚部を面取りした高杯が1点だけ出土した。乙れらは窯の周辺からも、灰

原の炭層中からも出土しており、窯業生産とどのような関連をもつものなのか問題点となる遺物

- 7 -



である。

瓦は布目瓦の小片で、あるが3点出土しており、窯内での台lζ使用されたのではなし、かと考えら

れる。

5結び

今回の調査によって、男山丘陵における、奈良末平安初期に至る、律令時代の窯業生産遺跡が

明らかとなり、学術上の意義が大きい。

また乙の窯跡の実年代としては、浄瓶及び面取り高杯の出土によって、先の八幡市交野ケ原窯

跡群よりも若干新しい様相をもつものである乙とがより一層確実となった。今後は需要地を研究

することが乙の窯跡群研究の一つの課題でもある。 (江谷 寛)

3 .大住車塚・南塚古墳

東林 ・岡村両集落の中間、低台地上に前方後円墳と前方後方墳とが並んで存在する。府道のす

ぐ西の低い側にあるのが前方後方墳車塚古墳

(チコンジ山古墳)で、その西の高い側が前

方後円墳南塚古墳である。

車塚古墳は、西北に面した前方後方墳で、

全長約66m、前方部幅約18m・同高さ約l.5m、

後方部一辺約30m・同高さ約4.5mの規模をも

っo 周囲の水田畦畔から周濠の存在が考えら

れる。周濠は、平面形が長方形であり、その

第8図 大住車塚・南塚古墳(手前南塚古墳、南西から) 幅は後方部後方 ・前方部前面で、約15m、後方

部側面で‘約13mを測る。埴輪の存在は確かめられていないが、葺石は認められる。主体部につい

ては、未発掘のため詳細不明であるが、竪穴式石室ないし粘土榔が考えられる。

南塚古墳は、西北面した前方後円墳で、車塚古墳と方向は一致している。墳丘は、茶園・果樹

園として開懇され、原形をかなり損っているが、全長約65m、後円部径約36mを測る乙とができ、

前方部幅については不明確であり、くびれ部で約17.5m、先端で18mないし25mと考えられる。

墳丘の高さは現在、後円部約3m、前方部約1.5mで:あるが、本来はもう少し高かったと推定され

る。墳丘の周囲には同一水面の盾形周濠を有し、その幅は、前方部前面・後円部後方で、約19m、

後円部側面で約17mを測る。同一水面にするために地形の低い北側には、幅約6mの外堤を築い

ている。また、乙の北側周濠の一部は、現在も溜池として利用されている。埴輪については、車

塚古墳同様不明で、墳丘上の各所lと葺石らしき河原石が認められる。主体部は、竪穴式石室であ

ったが、明治年聞に破壊された。その時、石製品 ・万剣が出土した乙とが伝わっている。

なお、前方部西方iと、南塚古墳の周濠外線もしくは外堤上に築かれた陪塚と思われる、キンリ

ンサン古墳の残痕がある。また、車塚・南塚両古墳の南東 100m付近、水田中に松の木 1本が生
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第 9図 大住車塚 ・南塚古墳地形図 (拠『南山城の前方後円墳J)

えた土盛りがあるo 乙れが、姫塚と呼ばれる古墳の残欠で、車塚・南塚どちらかの陪塚と思われ

る。

車塚 ・南塚両古墳の築造年代lζ関しては、南塚古墳が、墳丘形態 ・盾形周濠 ・竪穴式石室 ・石

製品などから、古墳時代中期初頭、 5世紀前葉を中心とする頃の築造と考えられ、車塚古墳は、

南塚古墳より一段低いと乙ろに築かれかっ南塚古墳の外堤より水田一枚隔てて周濠が存在する乙

となどより、南塚古墳より若干遅れて築かれたものと考えられる。

なお、車塚古墳は、昭和49年K国の史跡指定を受け、永久に保存される乙とになっている。

(注)

(8) 付表2文献一覧表番号8・18・25・42

(9) 付表 2文献一覧表番号8・25・43

4 .堀切古墳群

(鷹野一太郎)

西薪集落の西方に位置する堀切古墳群は、すでに田辺町郷土史古代篇や田辺町史に記載されて

いるo

甘南備山の山麓に広がる南から北lζ延びる標高75m前後の洪積層の二つの丘陵端にある乙の古
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墳群は、稜線上lζ造られた高塚古墳と丘陵斜面K掘穿された

横穴の二つのグノレーフ。から構成されており、丘陵上の古墳6

基と横穴9基が京都府遺跡地図に登録されている。

乙の丘陵の一つが薪小学校建設用地にあてられたため、昭

和53年11月より府文化財保護課の指導のもとに町教育委員会

により発掘調査が実施された。

調査の対象となった丘陵は稜線を境lとして東を堀切谷・西

を大欠谷と呼ばれている所で、建設用地内には、円墳 1基

( 4号墳)と横穴7基(3号--9号)が府遺跡地図に登録さ

れている。乙のうち、横穴2基 (5・6号)は昭和44年lζ竹

林の土入れ用の土取り作業中に発見され、府文化財保護課に

第10図堀切古墳群分布図 より調査された。5号横穴は、副葬品として須恵器の杯身2

個、土師器杯 1個の 3個の土器のみであった。文、 6号横穴は、とっくり形の平面形で、天井の

構造は残存部よりかまぼ乙形に丸くして作られていたと考えられる。床面は木炭を敷きその上lζ

傑を敷いている。中より凝灰岩製の組合式家形石棺が検出され、人骨一体分が保存されていた。

副葬品は、金環一対・万子 1、棺外から須恵器の広口壷・高杯脚破片・有蓋高杯脚部・杯蓋の 4

個が出土している。乙の二基の横穴の構造 ・遺物・家形石棺なと、'1.))ら古墳時代後期後半の 7世紀

前半までに築造された古墳として記録されている。

発掘前の乙の丘陵の状況は、稜線部及び西斜面は松や雑木に、東斜面裾は竹林lζ覆われていた。

竹林の土入れのための土取りのため丘陵のあち乙ちが削られ絶壁になっている。以前は乙の丘陵

の幅ももっと広かったようであるが、水害や大正初期の砂防工事などにより現在のような痩尾根

になったと聞く 。乙のため墳丘も流れたり、削られたりしているため盛土もほとんどなく原形を

留めていない。

<丘陵上の古墳>

稜線上の調査古墳は 4基で、 4号墳以外は新しく発見されたものであり、北から 7・8・9号

墳とした。

4号墳は標高約76mlL:位置し、墳丘はやや盛り上がりをみせ、石材2個が露出していた。内部

はすでに荒され、石室の石材も運びさられ、わずかに露出していた l個が基底石として築造時の

状態を保っている。破壊が激しく内部の状態もよくわからないが、現状からすると、横穴式石室

を内部主体とする直径約20mの円墳と考えられる。石室はほぼ南北方向で、地山を掘り込み、その

土を墳丘の盛土lζ使用しているo

7号墳は 4号墳の南lと接し、標高75mで、墳丘の%はすで1ζ削られてしまっており、主体部も不

明である。又、盛土もほとんどなくなっている。南西 ・北東部で墳丘裾の溝が確認でき、乙れか

らすると、 直径約15mの円墳が想定できる。乙の溝より出土した遺物により外部施設の様子が知

られる。それによると、人物埴輪3個体(須恵質2、土師質 1)・馬埴輪 1個体・器財埴輪 1個体
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-円筒埴輪数個体 ・器台である。人物埴輪の土師質のものは、胴部分で首lζ丸玉の頚飾りを付け

ており、須恵質の 1体は女人像で胴より上部が出土している。他は頭lζ被り物をつけ、腰lζ万子

と皮袋をつけた武人像である。そして、被り物の一部と鼻の部分にかなり意識して直弧文がつけ

られている。

9号墳は標高77m Ir.位置し、内部主体は南西に関口する横穴式石室であるが、羨道部の 3個の

側石を残し、石材はすでにぬきとられていた。床面には磯が敷かれ、赤色顔料が付着していた。

又、板状の石材片が数片でている乙とから、箱式石棺が安置されていたと考えられる。床面から

は須恵器 (杯 ・高杯)・銀環 ・ガ、ラス玉 ・鉄万などが出土している。

<丘陵斜面の古墳(横穴)>

横穴群は丘陵東斜面の標高65m前後の所K位置している。すでに関口している 4号横穴より南

にほぼ等間隔に 4基発見され、北から 7・8・9・10号横穴とした。

7号横穴は天井部はおちているため高さは不明である。幅約1.5m、残存する奥行は約2.1mで

羨道iζ行くに従い幅は狭くなっている。床面には長径50--60cmの棺台の石が3個残っていた。遺

物は土師器壷片のみであった。

8号横穴はとっくり形の平面をもち、玄室の奥壁は 1m、奥行は約2m、天井までの高さは残

存部分で・約90cmである。遺物は羨道部よりに

須恵器の杯(蓋 ・身) 6・高杯 1・平瓶 1で

ある。

9号横穴も天井部は陥没している。とっく

り形の平面をもち、玄室の奥壁幅は約1.5m、

奥行約2.5mの胴ふくらみの形をしている。

出土遺物は須恵器杯 ・壷である。

10号横穴も天井部は落ち高さは不明である。

玄室の奥壁幅約1.6m、奥行2.5mで、床面は

とっくり形の平面である。玄室から羨道部に

かけて釘が多く検出され、玄室内から長径約

20cmの赤色顔料の付着した棺台と思われる石

が 1個検出され、木棺埋葬であった乙とがわ

かる。さらに玄室の奥壁北よりに並んで頭骨

2体、腕 ・脚の骨などが出土し、骨の出土位

置からして追葬による改葬とも考えられる。

第11図堀切古墳群調査状況

出土遺物は中央より北側に多く、須恵器杯(葦・ 第12図堀切古墳群調査地全景

身) 6・高杯2・土師器壷 ・有頚壷各 い 鋳帯金具 ・鉄片 ・釘などの遺物が出土している。

(林正)

(注) (]o) 付表2文献一覧表番号25・35・59
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5 .興戸遺跡

京都府立山城園芸研究所付近一帯は、興戸遺跡と呼ばれ、弥生時代以降各時期の遺物の散布が

みられる。昭和50年 7月、田辺中学校内の発掘調査では、明確な遺構の検出はなかったものの、

土師器 ・須恵器 ・埴輪 ・玉類が発見され、なかでも須恵器には 5世紀代lζ属すると思われるもの

がある。その後、昭和54年 7--8月に園芸研究所内の発掘調査が行われ、掘立柱建物跡5棟、竪

穴住居跡2基、溝6条が検出された。掘立柱建物のうち 4棟は、方形掘方をもち、方位を等しく

し規格性が認められる。倉庫と考えられる総住建物もあり、奈良時代に所属するものと推定され

る。他の l棟は、平安時代のものと考えられる。竪穴住居と溝の多くは古墳時代後期のものである。

出土遺物には、弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・緑粕陶器がある。弥生土器は、中期中葉~後期前半

あたりまでのものが出土し、後期初頭頃lと属する伊勢湾系の壷も含まれている。

第13図は、発掘調査以外で乙れまでに採集された土器などである。弥生土器・土師器・須恵器・

緑紬陶器 ・灰紬陶器 ・青磁 ・白磁 ・瓦器 ・円筒埴輪などがある。

須恵器 (1 --12) 杯葦・杯身・壷・墾・鉢などがある。1--3は古式の杯葦と身である。4は

杯か高杯とみられるもの、 5は奈良時代の高台をもっ杯身。 6---8は平安時代の瓶子。9は壷の

高台部分。10は広口壷の口縁部。 11は饗で、肩部lζカキメがある。 12は10世紀に属する鉢である。

土師器 (13--20) 壷・聾・高杯・皿がある。13・15・16は船橋O-II型式lζ属するもの。13は直

口壷で、球形の体部をもち、その下半部に焼成後の穿孔がある。15・16は高杯で、大きく広がる

口縁部をもち、脚部内面lとへラケズリがみられる。14は蜜でほぼ全面lζハケメが残る。 17--20は

皿である。 17は外面全体をへラケズりする 9世紀のもの、 18は所謂「て」字口縁をもっ10世紀の

もの、 19・20は内面と口縁部外面のみなで ・よ乙なでを施す13世紀のものである。

黒色土器 (21) 黒色土器Bの椀で、内面と底部を除く外面に暗文がみられる。

瓦器 (22--24) いずれも椀で、23・24は断面台形のしっかりした高台をもっ。 22・23は内面

の口縁端下に一条の沈線をもっ。いずれも13世紀に属する。

弥生土器 (25) 壷の底部である。

円筒埴輪 (26) 断面台形の低いたがをもっ。

緑軸陶器 (27) 内側が一段高くなった高い貼り付け高台をもっ椀かと思われるもの。内外面

に緑粕が施され、底面 ・高台内側に斑点状lζ紬が飛んでいる。須恵質。

灰軸陶器 (28・29) 椀 (28)は貼り付け高台をもち、内面にのみガラス質の紬がみられる。

折戸14号窯式lζ属する。29は全面にうすい紬がみられ、壷の口縁部かと思われるもの。

青磁 (30・31) 中国製。椀 (30)は龍泉窯系のもので、青緑色の紬がかかる。鎌倉時代。皿

(3Dは同安窯系のもので、見込みに猫描き文がみられ、緑灰色の粕がかかる。平安時代のもの。

白磁 (32・33) 中国製。ともに椀の底部で、玉縁状の口縁部をもっ平安時代のもの。

(鷹野一太郎)

(注) (11) 付表2文献一覧表番号49・63

- 12 -
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6.興戸廃寺

興戸遺跡の中でも、特lζ山城園芸研究所の西部のやや高まった山裾の付近から、 多くの古瓦が

出土しており、寺院跡の存在が推定されている。具体的な伽藍配置等については、明らかで‘ない

が、地形・瓦の散布状況等から東面していたものとも考えられる。これまでに採集された瓦類に

より、 奈良時代もしくは白鳳時代に創建され、鎌倉時代頃まで存続していたものと推測される。

図版第4・第15図は、興戸廃寺出土の瓦類で、 1--3は軒丸瓦、 4--8は軒平瓦、9は鬼瓦で

ある。

lは単弁六葉蓮華文を内区とし、 高く大きな二重の弁をもち、中房は「十」 字形のくずれたも

ので、 iTJ字形の問弁を配する高句麗系のものである。外縁は素文の直立縁。淡黄褐色を呈し

軟質。直径16.7cm。っくりからみて奈良時代に属すると考えられる。2は平城宮6282系に属する

もので、 複弁八葉蓮華文を内区とし、外縁は線鋸歯文で飾る。表面淡褐色、断面暗灰色を呈し軟

質。直径約16.5cmo 3は蓮華文のくずれたもので、弁の幅に広狭みられる。圏線で囲んだ小さめ

の中房lζ小粒の蓮子-を1+51C.配する。内縁は珠文が20個めぐり、外縁は素文である。淡黄褐色

を呈し軟質。平安時代。山城国分寺補修瓦KM11・八幡市志水廃寺軒丸瓦8と同箔と思われる。

4は押し引きの三重弧文で、やや厚めの平瓦の先端・凸面に弧線をつけたもの。凹面には模骨

の跡がよく残っている。淡黄白色を呈し軟質。白鳳時代。 5--7は平城宮式のもので、均整唐草

第14図興戸廃寺周辺遠景(南から)

文を内区とする。 5は6664系で、表面黒灰色

を呈し軟質。6は6721系で、 淡灰白色を呈し

軟質。7は磨滅のためよくわからないが、灰白

色を呈し軟質。 8は中心飾lζ上下 2つの三角

形の珠点をもち、左右に 5転する均整唐草文

を内区とし、下面にのみ周縁がつく 。灰白色

を呈し軟質。平安時代。瓦当面右方に箔のキ

ズがある。志水廃寺lと同箔例があり、紫香楽

宮 ・山城国分寺では、内区が全く同じで上下

左右に周縁のつくものがみられる。これらの他に素文の軒平瓦かと思われる厚めの平瓦がある。

9は鬼瓦で火焔状の巻毛の部分かと思われる。平城宮l乙多くみられ、付近では正道遺跡・ 平川

廃寺に類例がある。 (鷹野一太郎)

(注)

(12) 付表2文献一覧表番号16・27

(13) 中谷雅治・上原真人・大槻真純 「恭仁宮跡昭和53年度発掘調査概要Jcr埋蔵文化財発掘調査概報J1979 
京都府教育委員会、昭和54年)

ω 江谷寛『志水廃寺跡発掘調査報告J(八幡市教育委員会、昭和53年)
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7 .田辺城跡

田辺城跡は、田辺公園西側の南から北lζ延びる丘陵上lζ存在する。

HIY4帥，

第16図 田辺城跡見取り図

(提供城郭史研究会)

ある。

(注)

(1日 付表 2文献一覧表番号31・68

丘陵頂部の南北約300m、東西約40--140mの範囲に 3ケ所の

削平地を設け郭を造っている。北のものは南北40mx東西45m

程で、中央のものは南北 100m X東西60mと広大なもので、西

辺lζは土塁がみられる。また周囲には溝がめぐっているが、西

辺中央lとみられる井戸状のものとあわせ、耕作によるものかと

も思える。この中央の郭と北の郭との聞には、壁高最高20m程

川の堀切が存在する。南の郭は南北45mX東西80mのもので、周

聞に一段下がった腰郭がめぐり、南側のそれは広く、階段状に

作られている。乙の南の郭と中央の郭との聞は自然の深い谷が

東西両側から入いり乙み堀切の役割をなしている。また、丘陵

の先端部にも小規模な削平地がみられる。

当城は、田辺氏の居城と伝えられるが、築城年代等は不明で

(鷹野一太郎)

8 .興戸古墳群

興戸遺跡西方、中央公民館の南方の丘陵地帯lζ

分布する古墳群である。興戸古墳または寿命寺古

墳と呼ばれ、古くから前期古墳として著名な2号

墳を中心にして、その周囲に弥生時代後期の方形

台状墓や前方後円墳を含め、合計10基が存在する。

第17図 興戸 2号墳付近出土家形埴輪

1号墳 墳頂部lζ三角点が設置されているとこ

ろで、興戸4・5号墳発掘調査時の踏査で、前方

後円墳らしいことが確認され、今回 2号墳と合わ

せて地形測量を行った。それによれば、西面する

前方後円墳であり、南北l乙走る丘陵頂部いっぱし、

に直交して築かれている。前方部端はガケとなり、

後円部裾の一部は鉄塔建設により削られているが、

全長約24mを測る。後円部は径約17m・高さ1.5

m、前方部は高さ 0.5m・幅約7mで、低く先端の
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ちとと込

2 号墳

第18図興戸 1• 2号墳地形図



聞かないものである。墳丘の南側と北側には掘割りがみられ、乙とに北側のものは墳丘にあわせ

た前方後円形になっている。葺石、埴輪ともにみられない。内部主体については不明であるが、

三角点埋設の際に鉄万片が出土したとの乙とである。

2号墳 1号墳の南東に堀を接するように存在する円墳である。径約28m、高さ約2.5mを測

り、西側iζは幅7mの周溝が約半周している。古墳は丘陵の東端いっぱし、に寄せて築かれ、堀の

西側には東西幅約16mの平坦面が存在する。墳丘の東側は一部ガケとなって削られている。埴輪

は円筒埴輪のほか、家形埴輪の存在が知られる。葺石については、盛土中に多くの丸石が含まれ

ている様子で、明確にはわからなし、。主体部は粘土榔で、副葬品として、内行花文鏡3面以上、

管玉、鍬形石、車輪石、石劃11、鉄剣などがあり、碧石製腕飾類が三種ともみられ、その点数も相

当数ある乙とは注目される。

5号墳 田辺公園から酒屋神社にぬける道の西側、高圧線の下に法面が急なと乙ろがある。 5

号墳は、その法面の上に所在する。昭和55年に発掘調査が行われ、弥生時代後期の方形台状墓で

ある乙とが確認され、現状保存されている。墳丘は、丘陵の張り出しを最大限に利用した台形状

を呈し、西辺6m・東辺13.5m・南北両辺10.7m・高さ1.7mを測る。主体部は既に流出してお

り、全く不明である。墳丘東裾の流土層から弥生土器 (V様式)の壷・聾などが発見された。壷

のなかには、河内地方から運ばれたものもあり、 5号墳被葬者の集団と、河内地方の集団との何

らかの関係が予想される。

以上のほかは、すべて径10数m程度の円墳もしくは古墳かと思われるものである。また、前方

仰剛醐~ Ul 細酬 もs 割明 も8

。2
捌叫 も3

ja圃も4

z~ ¥Js 

~~~ 

()-~ 
Uffi____ ~ 10 ‘' ‘h 

劇 団、7

第19図 興戸2号墳付近出土碧玉製腕飾類実測図
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後円墳(1号墳)の北側には、幅約30mの平坦面があり、何らかの遺構の存在が予想される。

図19は粟野諜氏蔵の 2号墳付近出土の石謝11 (1 ---9 ) ・鍬形石(10・11)である。石釧はすべ

て碧玉製で、軟質のものが多く、また殆んどのものに朱が付着している。いずれも環体傾斜面に

細かな放射状凸帯があり、軟質のものの中には、放射状凸帯の間隔がと乙ろによって広くつくら

れているものもある(3・5・7)。放射状凸帯の直下に沈線をもつものが多いが、もたないもの

( 6・7・9)や、側面下段がやや直線的なもの(6 )、一段の凹面のもの (1---5・7)、二段

の凹面のもの(8・9)などがある。鍬形石はやはり碧玉製で、 10は刃先角の部分で片面に縦の

沈線をもっ。 11は環部の一部と刃部を欠くもので、反りをもっ。反りの凹面は全体的にゆるい凸

曲面であり、上部を 3ケ所突出させ、そ乙lζ沈線を入れている。また反りの凸面は平滑に作られ

ている。 (鷹野一太郎)

(注) (16) 付表2文献一覧表番号21・25・47・74・75

9 .興戸宮ノ前窯跡

1 発見と現状

所在する所は、興戸酒屋神社の北約50mで、社地の北限と接している。東はゆるやかに突出した

舌状地で、遠く興戸集落を望む高台に当る。立地条件として東方よりの谷風を十分に受ける乙と

のできる所で窯造りの工人の知恵を知ることができょう。以前は竹林と雑木林の混在する所であ

った。乙乙 lζ町道の建設が行われ土砂採取場所として傾斜面を削った所、一部に灰原と須恵器片

の散乱を見るに至った。乙の報は、 「田辺の文化財を学ぶ会J会員lとより、 吉村が現地を確認、

さらに窯本体の存在も認め、町教委へ保護を依頼した。発見時の状況を述べると、露出面iζ、灰

層、窯の炊口石らしきもの、焼けた砂岩と変形した須恵器片多数が見えた。乙の西傾斜面の土砂

を整理すると、横幅1.3m、長さ 3m以上の青灰色に焼け窯変した本体が残っており、鮮やかな

青色で、天井部が落ち込んでいた。目を周囲に転ずると窯跡の北50mlと渡って 1m---2mの青灰

色粘土層が続いており、須恵器生産の原材料であると恩われる。窯は、黄褐色の洪積丘陵を切り

込んで築かれて、現状では地下式穴窯と言うべきであろう。

2 遺物 (第20図)

土取り場と灰原の一部より採集した量は、コンテナ 2箱あり、多くは変形したものやかさね焼

き、窯壁等で、観察できるものは20個ほどしかなく、器種は、窪、増、杯、杯葦、短頚壷、釜の

耳、無蓋高杯であった。以下図lζ従って観察する。

饗(1 ) 直径35cmを計り、 4段の回線の聞に退化した波状文風のもの、櫛描列点文に近い。

胎土には 4回大のチャート石が入って、灰色を呈し、採集中最も整い大形である。

地(2 ) 一種の壷で口縁が大きく開くものと解釈してよい。 7cm大の小片を復元すると、直

径が33cmになり、全面に黒びかりする紬がふき出して、口縁外面l乙細し、ハケによる波状文が2段

施されている。

無蓋高杯(3・12・13) 3点の直径の平均は、 12.7cmある。杯部のへラケズリ部とヨコナデ

- 18一
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第20図 興戸宮ノ前窯跡出土須恵器実測図
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部の境にゆるやかな段が認められる。 全体に小さな「ハセJ 現象を認めるが、胎土は織密で堅

く、うすい黒紬を見る。

杯蓋(4・11・14・15) 直径のはっきりするのは、 4・11で、それぞれ13.7crnと13.6crnとで

近示した数値をしめす。口縁部はうすくナデ調整され、天井部は雑なへラケズリで、3mm大の小

石と 「ハゼ」が見られる。

杯 (5--9) 平均した直径は、 11. 7 crnあり高さは 4.2crnある。口縁部は非常によく調整ない

し成形が行われている反面、底部は簡略化されて、雑なへラケズリとなり段状にな って見える。

小形地(10) 短頚壷とも言えるもので一点のみ発見されている。焼きはやや甘く、窯内で変

形を受け底部が持ち上っている。直径は11.8crnを計する。

釜の耳(16) 軟質に焼け返っているもので、付け根より完全に剥離しているが、へラ成形痕

がよく見られる。

17・18は、いずれも蜜の腹部に施されている内外の叩き目を示したものである。

3 発見の重要性

以上の発見遺物を観察した結果、 中村浩氏の言われる ill 形式5J !(最も近いと思われ、

氏の言う、粗雑さや省略が最高に進んだ‘段階であると言える。又あえて年代を与えるなら 6世紀

末葉より 7世紀初頭と考えておきたい。さて考察と若干の問題点を示しておく と、 在地性に強く

富んでいる点であろう。6世紀中頃より地方へ派及する須恵器生産は、やはり我が町内へも進ん

でいたと言え、時を同じくする綴喜郡内の群集墳、横穴式石室墳や横穴墓iζ埋納されたと思われ

る。さらに薪遺跡を中心とする町内外の古墳時代集落では、生活用具と して杯などが多数出土し

ていて、一部富豪層のみの独占物ではなかったことをも示している。

7世紀と言う時代は、古代国家形成期で、中央政府は、国造制の上lζ一元的支配を確立しよう

とする律令前期で、 評及び郡司制を実施しようとする時であ った。乙れはし、わゆる在地性の強い

有力豪族をいかに下級官僚と して位置づけ、行政組織に組み入れてゆくかが大きなカギである。

評制を 7世紀中葉K施行されたとすると、初頭にはその閉幕を予定し、各評lζは有力な豪族支配

が成立していたと見え、陶邑が国家の保護を受け一貫的生産を独占していた時代は終り、 一種の

地方時代があったと考えてよい。又須恵器生産は、個別自立化と小経営の道を進むはず、で、あった

が、なお安定した経営を可能もしくは、保護したのは有力豪族であった。少なくともー郡内に供

給する権利を保持する必要があったものと思われる。又興戸を中心とする三山木lζ至る地帯には、

豪族の残した氏寺として、 三山木廃寺、興戸廃寺、普賢寺(大御堂観音寺)があり、同志社校地

でも二基の須恵器窯が発見され、山陽道の駅も近く、郡の中心を形成するのに十分な条件を有し

ていると言える。最後に酒屋神社にある末社、壷神社の存在する意味や、郡内群集墳との関係を

明らかiとすれば、地域史研究の重要性もますます増大するであろう。(吉村正親)

(注)

(17) 従来登り窯と呼ばれたものであるが、今日、竜窯系のものを登り窯と言うので、数段の段構造を有しな

いので、あえて穴窯と呼ぶ乙とにした。

(18) 中村浩『和泉陶邑窯の研究.]ICよく分組されているものに従った。

(19) 従来の編年観の上より考えたもので、絶対的年代を示すものではない。

(抑 『陶磁大系-4、須恵』において同辺昭三氏が述べており、他の多くの報告書も乙の期に地方への派及

ハU
つ
乙



を考えている。

(21) lt村浩著に所収されている。

四) 吉田品『日本古代村落史序説J1[.、乙の発展段階についてよく整理されている。

(お) 本殿の傍らにある境内末社の一つで-埴山毘売を祭っている。乙の神は祭器酒器の材料粘土をつかさどる

とされている。 (付表2文献一覧表番号27)

10.飯岡古墳群

の南々西に面した前方後円墳である。現在茶園

と雑木林になっており、後円部北側は土取りに

よりガケになっている。全長約90m、後円部径

約60m、前方部幅約42mを測り、葺石・埴輪と

もに存在する。特lζ、昭和51年3月に行われた、

車塚古墳東側道路拡張工事に伴う発掘調査によ

って、墳丘最下段の葺石とその外側をめぐる楕

円形の埴輪列の存在が確かめられた。主体部は、

明治35年に後円部が掘りおこされ、 主軸に沿っ

た、 害IJ石を小口積みにした竪穴式石室がみつか

っている。石室は長さ約 2.4m、幅約1.2m、 第22図 飯岡丘陵遠景(南東から)

高さ約1.2mの規模で、幅広の短いものといえる。粘土床が存在し、 遺物として勾玉4、管玉26、

小玉一括、石到1/24(乙のうち 3点には、特珠な刻文がある。)、石釧破片 l包、 車輪石4、車輪石

1.飯間車塚古境 2.弥陀山古境 3.コーロゴロ山古墳

4.薬師山古峨 5.トヅカ古崎 6東!点古墳 7.飯間横穴

コ
U

コ

破片 l包、鍬形石 l、脚付小形増破片 1、刀剣破片 1包があった。ただ、この石室lζは、 天井石

がなかったといわれているが、遺物の中lζ鏡類が含まれていない乙とを考えあわせると、古くに

盗掘された可能性がある。築造時期については、前方部のあまり開かない墳形、短い竪穴式石室、

石製品(特lζ碧玉製腕飾類)の豊富さ、埴輪の特徴などから、 4世紀末頃と考えられる。

ゴロゴロ山古墳は、飯岡丘陵のほぼ中央、 最高所に位置する、 径約60m、高さ約9mを損IJる山

- 21 _. 



第23図飯岡車塚古墳地形図
(拠 『南山城の前方後円墳J)

¥ 

第24図 ゴロコ。ロ山古墳地形図

(拠 『南山城の前方後円墳J)

第25図 トヅカ古墳出土鏡

城地方でも最大級の円墳である。墳頂部には径約

20mの平坦面をもち、葺石が存在する。墳丘北東

部には一部堀がめぐる。立地等からみて車塚古墳より年代的lとやや遡るものと考えられる。

薬師山古墳は、ゴロゴロ山古墳の東側にある、径約38m、高さ約6mの円墳で、現在墳頂部lと

薬師堂がある。

弥陀山古墳は、ゴロゴロ山古墳の北方にある、径約25m、高さ約4mの円墳で、ある。明治初期

に盗掘を受けたが、詳細については不明である。

- 22-



トヅカ古墳は、飯岡丘陵の東端に位置する径約20m、高さ約3.5mの円墳であり、葺石・埴輪

ともに存在する。主体部は、主軸を南北方向にとる、丸石(河原石か)積みの竪穴式石室で、 4

枚の天井石に覆われていた。規模は長さ約3m弱、幅約70cm、深さ約90cmを測る。副葬品として、

鏡3面、勾玉2、管玉・小玉多数、鹿角製装具付万剣、馬具(轡・杏葉)がある。鏡は、踏み返

し鏡の神人車馬画像鏡(第25図1)・尚方作神人画像鏡(第25図2)と佑製鏡の変形ー神四獣鏡(第

25図3)の 3面である。乙の古墳の築造年代は、 5世紀後半と考えられる。

飯岡東原古墳は、薬師山古墳と卜ヅカ古墳のほぼ中間のゆるやかな傾斜面に存在する。昭和53

年3月に主体部の調査が行われた。墳丘については、既lζ茶園等lとより削平されたものと考えら

れる。主体部はほぼ南北方向の木棺直葬で、棺の長さ約1.95m、幅は残存最大で'53cmを測り、墓

墳は残存長3.0m、残存最大幅1.33mである。棺内外の出土遺物lとは須恵器・土師器・鉄製刀子

がある。築造年代は、 6世紀前半とされる。

飯岡横穴は、飯岡丘陵東南端の南にのびる小支丘先端iとみられる花商岩岩盤の南斜面を掘削し

て築造された横穴である。古くから閉口しており、後世には信仰の対象となっていたようである。

昭和53年に横穴内部と周辺部の発掘調査が行われ、横穴の形態・規模や再利用の状況等が明らか

にされた。横穴は、ほぼ南向きに閉口し、羽子板形のプランをもち、天井はかまぼこ形の断面形

態である。羨道部は崩落のために全容をつかめていない。玄室は両袖式で長さ 4.1 m、幅1.72

--2.32m、高さ約1.5mを測る。 6世紀後半~末頃の築造と考えられ、 10世紀には再利用が認め

られ、その後何度となく利用が繰り返されている。

乙れらの他、古塚・馬塚・福塚・狐塚・経塚等の古墳があったことが知られている。

なお、乙の飯岡丘陵の南傾斜面を中心とする一帯には、弥生時代の遺物が広範囲に散布してお

り、飯岡遺跡と呼ばれている。昭和34年には竪穴住居 l基が調査によって明らかとなり、東原古

墳調査時にも溝状遺構が検出され、昭和57年の調査では方形周溝墓の一部かとみられる溝が検出

されている。時期的にはし、ずれも畿内第5様式に属するものであり、現在同志社校地内に保存さ

れている田辺天神山遺跡とともに、南山城における高地性集落の代表例といえよう O

(注)

凶付表2文献一覧表番号 l・7・14・15・16・25・30・41・44・53・65・66

(25) 付表2文献一覧表番号55

11.田辺天神山遺跡

(鷹野一太郎)

田辺天神山遺跡は、普賢寺谷の入口北側、標高82m付近の丘陵上に存在する弥生後期の集落跡

である。それは一般的に高地性集落と呼ばれ、同時期の各集団関の緊張関係により営まれ、古

墳発生の謎をとくひとつの鍵とされる。過去3固にわたって発掘調査が行われ、現在は同志社校

地内に史跡公園として保存展示されている。丘陵上の南北約60m、東西約45mの楕円形の平坦地

に、重複した20軒以上の住居跡が発見されており、さらに東方につづ‘くものと考えられる。

23 



1号住居跡 東西6.05m・南北6mのほぼ正

方形プラン。壁高は最大62cmo 4本柱(深さ50

--60cm)・炉跡(径90cm・深さ26cm)・周溝・排

水溝・炉から北隅にのびる溝をもち、西北壁北

寄りで、出入口に伴う土積みがある。埋土内か

ら石鎌・砥石・鉄万子・異形青銅器が出土。火

災にあったものとみられる。

2号住居跡 1号住居廃棄後に営まれたもの。

第26図 田辺天神山遺跡遠景(南から) 方形の平地式住居の可能性がある。

3号住居跡 東西約5m・南北3.5m 以上の隅丸方形フ。ラン。

4号住居跡 a 3号住居跡を改築した、長径7.2m・短径6.8mの楕円形フ。ラン。6本柱・周

溝・排水溝をもっ。 b aを南に拡張した直径7.9mの円形プラン。壁高は南で54cm、西で'50cm、

周溝・排水溝・東南壁近くに炉跡・西側に出入口をもっ。

5号住居跡 東西5.8m・南北約5mの長方形フ。ラン。周溝をもっ。丸く加工した石英が出土。

6号住居跡 5号住居跡を改築した、 一辺約7.4mの方形プラン。周溝・柱穴(4本柱か)を

もつ。

7号住居跡 a 5号 ・6号住居跡lζ重なった、一辺7.4IIIの方形プラン。周溝・柱穴(4本

一。， . "・

に1
‘ ーーノ

第27図 田辺天神山遺跡遺構配置図
(拠『悶辺天神山弥生遺跡J)

- 24-

柱か、深さ30--35cm) ・炉跡(深さ10cm)

をもっ。b aの南西辺を拡張させた方形

プラン。 6号・ a住居跡の周溝を覆う厚さ

10cmの張り床、東南辺中央の磯敷(出入口)

・周溝をもち、柱穴・炉はaと同じ。磯敷

上面から小型壷、機下の周溝から磨製石斧

が、また、複合口縁大型壷、砥石、クワ・

スキ先状鉄器、鉄鉱状鉄器など出土。他lと

須恵器片がある。

8号住居跡 直径約7mの円型プラン。

9号住居跡 一辺7mの方形プランか。

10号住居跡 a 長径9m・短径8mの

楕円形プラン。周溝をもっ。 b aを外方

へ拡張した長径9.8m・短径約8.8mのもの。

周溝・炉跡をもっ。鉄鉱が出土。

11号住居跡円形プラン。

12号住居跡 11号住居跡床面を切った円

形プランのもの。砥石・鉄鎌が出土。



13号住居跡 直径約12.5mの円形プラン。壁高40cm。周溝・柱穴(深さ30--50cm)をもち、建

てかえの可能性がある。

14号住居跡 長径(南北)6 m以上、短径(東西)5.6mの楕円ないし隅丸方形プラン。周溝・

柱穴をもっ。

15号住居跡 14号住居跡を全て削平後改築した、長径9.5m・短径8.4m楕円形フ。ラン。壁高

は北で、55cm、南で、28cmo 周溝 ・7本柱 ・排水溝 ・炉跡(径1.2m・深さ55cm)・炉跡を通る溝をも

っ。砥石が出土。

16号住居跡 13号住居跡を切った、五角形プラン。壁高は北西部でミ50cm。他より幅広の周溝・

排水溝 ・5本柱(深さ40cm)・炉跡 (70cmx 45cm・深さ15cm)をもち、同位置での建てかえがある。

床面近くから蛤刃石斧片 ・鉄万子片が出土。

17号住居跡 a 一辺6.7mの方形プラン。周溝をもっ。 b aを平行移動して改築した、同

規模の方形プラン。壁高は30cm残る。床面はaのそれを削り、東隅 ・西南辺南側では13号 ・15号

住居跡の上K盛土して設ける。周溝 ・4本柱(深さ30--40cm)・炉跡(深さ30cm)をもっ。西隅周

溝上から原位置で砥石が、東隅床面近くから斧状鉄器の刃部が出土。

18号住居跡 崖面lζ幅6mの断面を検出。

19号住居跡 15号住居跡の西側に溝を検出。

20号住居跡 肩の一部が検出。

以上の住居跡は、弥生後期の連続した時間の中で営まれ続け、不整円形→円形→方形へとプラ

ンの変遷がみられる。また、住居跡のうち低地K見通しのきく北東部分に位置するものは、ほぼ

同じ場所での建てかえがみられ、一方南寄り部分のものは、住居跡の重複が多い。乙の両者に固

まれるように住居の営まれない空閑地があり、そ乙には中央柱穴群と呼ばれる、貯蔵穴を含む柱

穴群が存在する。

出土の土器は、大半が弥生後期 (V様式)のもので、 3号 ・4号住居跡lζは少量の中期の土器

がみられ、集落の開始をその時期lζ求めることもできょう。一方、5号・6号・7号住居跡からは、

V様式でも最末期も しくはそれよりやや降る時期の土器がかなり出土し、その頃が集落の終罵と

みられる。また、土器の中に少量近江・東海地方からの搬入品とみられるものがある。

(鷹野一太郎)

(注)

凶) 付表2文献一覧表番号32・33・36・46・54・58

12.三山木廃寺

江津集落の西方、式内佐牙神社の南側からは多くの占瓦が採集され、古くから寺院跡と推定さ

れている。伽藍配置等は不明である。付近は現在竹やぶとなり、土取り等によって旧地形はかな

り損われているようである。出土の瓦より 当廃寺の創建は白鳳時代にさかのぼると考えられ、鎌

倉時代頃まで存続したらしい。
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図版第5、図29・30は京都国立博物館及び今中

久男氏蔵の三山木廃寺出土の瓦類で、 1 --9は

軒丸瓦、 10--17は軒平瓦、 18は鬼瓦である。

1は素弁八葉蓮華文を内区とし、花弁端はわ

ずかに反転させ、尖っておわる。磨滅している

が周縁には一重の圏線がめぐる。灰白色を呈し、

軟質。直径約16cm。白鳳時代。同じものが普賢

寺跡にもみられる。 2は素弁八葉蓮華文を内区

第28図 三山木廃寺周辺近景 とし、花弁の中央を凹ませ、問弁の中央lζ珠文

をもっ。表面暗灰色の軟質。白鳳時代。3は細弁十六葉蓮華文を内区とし、問弁が圏線のように

めぐり、中房は圏線を伴い、 1 + 8 + 16に蓮子を配する。内縁は珠文32個、外縁には 2種の宝相

華文 (6 ・，~)が 9 個ず‘つ交互に飾られ、文様構成上特異なものである。黄灰色を呈し軟質。

直径14.7cm。奈良時代。 4は複弁八葉蓮華文を内区とし、弁央で二分割された、弁端の丸い花弁

をもっ。同型式の花弁が法隆寺のものにみられる。外縁は宝相華文 (d)24個で飾られる。灰白

色を呈し軟質。直径13.8cm。奈良時代。5--8は平城宮式のもので、いずれも複弁八葉蓮華文

を内区とし、外縁は線鋸歯文で飾る。 5は62828で灰褐色を呈し軟質。 直径16.2cmo 6は6282

Dと同箔、表面黒灰色を呈し軟質。直径13.2cmo 7は6282Gで淡褐色を呈し軟質。直径16.0cm。

8は62821で淡灰褐色を呈し軟質。直径15.6cmo 9は細弁十六葉蓮華文を内区とし、重弁風につ

くられる。内縁は幅狭く、 28C?)個の珠文がめぐり、外縁は素文である。黄褐色を呈し軟質。直

径15.3cmo 奈良時代。

10--13は四重弧文(10)・五重弧文 (11--13)で、瓦当面は櫛状のもので号|し、たように作られる。

いずれも無顎で、平瓦部凸面には凸帯文が施され、黄褐色ないし淡黄褐色を呈する軟質のもの。

白鳳時代。普賢寺跡からも同様の五重弧文のものが出土している。 14は型による押し引きの五重

弧文であり、灰色を呈し硬質。白鳳時代。 15は三山木廃寺独特の忍冬唐草文を内区とする。特異

な中心飾から左右対称に 3回反転する忍冬唐草文をもつが、一見宝相華文のようになっている。

淡褐色を呈し軟質。上弦弧26.3cm・下弦弧25.3cm・弧深5.9cm・厚3.8cm。奈良時代。 16は中心

飾が逆「小J字の均整唐草文を内区とし、灰白色を呈し軟質。平城宮6726系か。 17は均整唐草文

を内区とする。瓦当面左方l乙箔のキズが長く走る。表面黒色を呈し軟質。奈良時代。同箔例が普

賢寺跡にある。

18は鬼面鬼瓦の鬼面の一部分で、 4歯・高い鼻・左目がみられる、立体感のあるもの。

(鷹野一太郎)

(注)

間付表2文献一覧表番号6・10・16・17・27・48
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13.同志社田辺校地内の窯跡

はじめに

同志社の田辺校地は、興戸・三山木・普賢寺の区域にまたがるおよそ30万坪の地域である。普

賢寺川に南面する低丘陵と、小さく入り込んだ谷をもちながら、若干の起伏を示しつつ西に寄っ

て高度を除々に増している。乙の地域にかかわる考古学的調査は、同志社が土地を購入する直前

に、京都府教育委員会によって下司古墳群が発掘されたのが最初の乙とであり、 6世紀から 7世

紀にわたる古墳群として、 1968年に報告されている。次いで、同志社大学によって天神山遺跡が

発掘調査されている。竪穴住居跡群によって構成されている弥生時代後期の高地性集落が確認さ

れたわけである。報告書は、 1976年lζ刊行されている。また1977年には、都谷中世館が同志社大

学によって調査され、周年報告書が刊行された。

一方、同志社田辺校地内の遺跡の分布調査は、 2次にわたって実施され、その成果は、都谷中

世館の報告の中に分布図とともに収録されている。乙の分布図lζ記載されている Loc.6と、 Loc.

15が1979年から1981年にかけて確認された須恵器窯跡であり、その概要は次に示す通りである。

まむし谷須恵器窯跡 (田辺校地 Loc.6) 

1976年の分布調査の際、新宗谷郭群と Loc.4の聞に存在する小支谷の奥まった山道上で、須恵

器片が若干採集された。南西に向けて下降する緩斜面と付近lとみられる小流からも窯跡の存在す

る可能性が考えられ、後日の発掘調査に期待された。俗にまむし谷と呼ばれる地域であった。同

志社の開発申請が認可されるに至って、学術調査が計画され、 1981年lζ発掘調査が実施された。

窯構造の確認 小丘陵の裾に近い位置で検出された窯跡は、すでに焚口部分と窯尻及び煙道

部分が欠失していたが、窯体の中央部の残存状態は良好であった。天井部分が崩壊して全面を覆

っている中央部は、スサ混りの窯壁がブロック状に確認されるものの、側壁の床からの立ち上り

を充分に予想し得る状態であった。砂磯層から成る大阪層群の上部を掘り込んで床が形成され、

側壁から天井部にかけては、スサ混りの粘土で・っき堅められた窯壁をもっていた乙とを示してい

る。したがって、窯の構造は、丘陵の斜面を掘ってつくられた半地下式の害窯とすることができ

る。残存した窯体の規模は最大幅1.5m、長さ 5.5mであるが、焼成室の大部分が残っているとは

いえ、燃焼部は完全に欠失しており、 当初の規模を確認する乙とはできない。

出土の遺物 崩壊した天井部の直下から多量の須恵器が出土している。器種は杯、護、壷、

鉢などであるが、圧倒的に多いのは杯である。乙れらの杯には大小の差があっても規格性をよく

示していて、蓋の宝珠つまみなどにも斉一性が認められる。杯lと次いで護の破片が多いが、壷、

鉢の量は少ない。現在資料の整理中であって、報告書が準備されているため詳細は報告書を待ち

たい。なお、調査中の現地説明会及び、 1981年のアサヒグラフの特集で公表されている資料にし

たがえば、乙れらの遺物は、 8世紀の前半の時期が与えられている。

遺跡の特徴 男山丘陵や南山城の須恵器窯跡のうち、現在までに知られている窯跡の中でも、
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第32図新宗谷窯跡採集須恵器片

天井部崩壊の残存状態を乙れ程よく示す例はない。全国

的にみても好例といえよう。それだけに、一単位の窯で

の器種構成とそれぞれの量的な差を検討し得る点で、重

要な窯跡であり、群を構成しない点でも特徴的である。

田辺町内に分布する単独の窯跡とともに、窯跡の推移を

考える上でも貴重な例といえよう。

新宗谷須恵器窯跡(田辺校地 Loc.15) 

1973年から1974年にかけて、川北通夫氏によって須恵

器片や窯壁片が採集され、付近l乙須恵器窯跡の存在が考

えられた。隣接する都谷中世館が調査されるに及んで、

1500年代の中葉までに築造された館跡の造営時点で、す

でに破壊されて付近の地形が大きくかえられている乙と

が認められた。すなわち、館跡の主要部分を平坦地とす

べく造成された1500年代の埋め土の中に須恵器片が検出

され、特に西側の小さい谷に面した部分の盛土部に顕著

であった。普賢寺川に面して並存する館跡群のすべてが

そうであるように、館の造営に当って平坦地をっくり出

しており、ときには部分的に削出し、ときには盛土をす

るといった造成が15世紀の後半から16世紀にかけてみら

れたわけである。新宗谷須恵器窯跡の破壊は、すでにこ

の時点でお乙なわれていた。したがって、窯跡の原位置

第31図 まむし谷窯跡

上:窯天井部崩填状況

中:須恵器出土状況

下:窯の床面

ハU
円
ペ
U



を確認する乙とはできないが、集中して須恵器片や窯壁片を散在する地点がある乙とから、原位

置の可能性の強い地点を想定することができた。

原位置の可能性をもっ地点の発掘調査では;、結局のと乙ろ遺構の確認はできず、須恵器片や窯

壁の一部を検出したにすぎない。

出土の須恵器片は、杯が多く若干の蜜の破片を認めるのみであった。乙れらの須恵器を従来の

編年によって年代を与えると、 7世紀の後半から 8世紀にまたがる資料が含まれていて、まむし

谷須恵器窯跡に先行する窯跡である乙とを示している。なお、乙れらの資料も整理中であり、ま

むし谷須恵器窯跡とともに報告書の刊行が準備されている。 (鈴木重治)

14.下司古墳群

普賢寺谷にはし、り、 多々羅集落の西北、新宮社の西側のやや高まった丘陵南斜面に下司古墳群

は存在する。いずれも古墳時代後期の横穴式石室墳である。昭和38年lζ発掘調査が行われており、

それによって概要を知る乙とができる。当時既に破壊が進んでおり、現在みるのと大差なかった

ようである。

1号墳 群中東端lζ位置し、 最大規模のものと思われる。墳丘については、破壊 ・流出のため

不明である。主体部は南関口の両袖式横穴式石室である。その規模は、玄室長305m・幅200--201

m・高さ(推定)203m、羨道長約7m・幅1.8m・高さ(推定)1. 9mを測る。石材は花関岩の大

きな自然石を用い、側石は面をそろえている。床面には傑石が敷かれていたようである。後世の

撹乱を受けてはし、るものの、石室内からは、陥棺片・金銅釘・須恵器・土師器・鉄鉱片などが出

土している。

2号墳 l号墳の西30m程のところの急な斜面を利用して築かれた直径約15mの円墳である。

1号墳と同様、南関口の両袖式横穴式石室を主体部としている。天井石は除かれており、玄室は

長2076m・幅1.6mを測り、羨道は片側最下段のみ残っており、長4065m・幅1.2mを測る乙とが

できる。玄室及び羨道の半分にわたって厚さ10cm程礁が敷かれていた。土師器・須恵器・瓦器・

鉄釘 ・鉄環が出土している。また、縁金具ら しき鉄製品と鉄釘から精巧な箱形木棺の存在が推定

される。

3号墳 2号墳の西に接した径約15mの円墳

で、南関口の横穴式石室をもっ。玄室は長205

m ・幅1.5 mと推定されるが、 羨道部は完全に

破壊されている。

4号墳 3号墳の西20mの、石材の抜き跡と

石材の散乱している地点で、横穴式石室だった

ようである。

以上述べてきた下司古墳群は、南山城地域でt
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第33図下司 1号墳石室



も有数の横穴式石室を主体部とする後期古墳群である。築造年代は、 6世紀末葉から 7世紀前半

にかけて継起的に営まれたものと推測されるが、群中では 1号墳が最も遅れて築かれたようであ

る。古墳群は現在、同志社校地内に現状保存されている。

なお、 『京都府遺跡地図』には5号墳まで記されているが、 5号墳については確認できなかっ

た 。(鷹野一太郎)

(注)

閣) 付表2文献一覧表番号12・13・25・26・28

15.普賢寺跡

現在普賢寺集落の東端にある観音寺は、かつて筒城大寺と呼ばれた普賢寺の後身である。

寺伝lζよれば、普賢寺は天武天皇の勅願lとより義淵僧正が創建し、観心山親山寺と称した。天

平16年(744)聖武天皇の叡願により良弁僧正が伽藍を増築し、息長山普賢教法寺と号し、十一面

観世音立像(現在国宝指定を受けている)を安置した。良弁の高弟実忠和尚を第 1世とし、法相

・三論・華厳の三宗を兼ねたというから、南都仏教の範囲内である。その頃の伽藍は釈迦堂(本

尊釈迦如来)・大御堂(本尊丈六十一面観音、二十八部衆四天王像)・小御堂(本尊普賢菩薩)・大

講堂(本尊薬師如来)・地蔵堂・奥観音堂(本尊正観音)・五重塔(五知来、宝亀9年 (778)建立)

第34図普賢寺跡(大御堂観音寺)遠景

第35図普賢寺跡塔心礎

-二王門(多聞、地図、釈迦十六弟子) ・祖師

堂・南大門・東大門・西大門・僧坊二十余字と

伝える、壮観を誇るものだった。延暦13年(794)

火災にあったが、 仁寿3年 (853)藤原良房が本

願主となって再興、天暦6年 (952)興福寺の定

昭大僧都が再建に携った。治暦4年 (1068)の

火災のときは大乗院頼実僧都が再興、文治5年

( 1189)実信僧正(基通の子)は近衛基通を大

檀那として伽藍再興にあたり、嘉禎3年(1237)

に落成した。以後近衛家の庇護をうけたが、戦

国時代の近衛家の凋落lとより寺運も衰えた。永

享 9年(1437)の火災による再建は大西志摩守

が諸国を勧請し、同11年大御堂・小御堂が再建

されたが、永禄8年(1565)の火災のときは大

御堂のみ再建された。

現在の観音寺は本堂・庫裡・鎮守(地祇神社)

だけであり、本堂は昭和28年(1953)の再建で、

単層の入母屋造、本瓦葺の南面するものである。
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- 33 -

3

一
h
 
p
a『
‘

-， ， 



これらの西方丘陵上には、中央iζ径45cm・深さ 3cmの凹みをもっ塔心礎が露出しており、周囲に

は古瓦が散乱しているので、乙乙が、塔跡であると推測される。

図版第3・第4(上)、第36図は現在観音寺所蔵の軒瓦類で、白鳳時代のものから近世のものまであ

る。 1--8は軒丸瓦で、 9--14は軒平瓦である。

lは複弁八葉蓮華文を内区とし、中房は大きく 1+ 8 + 8 IC蓮子を配し、問弁が花弁をとり囲

む。内縁lζは中房蓮子と同大の珠文がめぐり、外縁は素文である。黄褐色を呈し軟質。白鳳時代。

2は複弁八葉蓮華文を内区とし、花弁の先端を大きく反転させ、周縁は外行鋸歯文を飾る。淡褐

色を呈し軟質。他lζ青灰色を呈し硬質のものもある 。 白鳳時代。~飛鳥白鳳の古瓦』掲載の 244

京都普賢寺例と同箔かと思われ、それでは中房IC1 + 6 + 12の蓮子を六角形lζ配している。 3は

法隆寺系のもので、複弁六葉蓮華文を内区とし、弁端は丸く弁央で2分割される花弁をもっ。内

縁lζは珠文をめぐらし、外縁は低く狭い。瓦当は薄くつくられる。淡灰白色を呈し軟質。直径

16.5cm。白鳳時代。 4は単弁十葉蓮華文を内区とし、中房は 1+ 4 ，乙蓮子を配するが、中心のも

のは他のものより大きい。内縁lとは珠文がめぐり、外縁は線鋸歯文で飾る。淡褐色を呈し軟質。

直径約15cm。奈良時代。平城宮6282系に連なるものと解される。5は出土点数の多いもので、単

弁八葉蓮華文を内区とし、1+51C蓮子を配する中房は八角形を呈し、その各頂点から子葉がの

び、連続した花弁となっている。内縁lζは珠文がめぐり、外縁は幅広の平坦面をもっ直立素縁で、

ある。淡灰色を呈しやや硬質。奈良時代。山陰地方の国分寺に同系統のものがみられ、丹後国分

寺からは同じものがみつかっている。6は単弁蓮華文を内区とし、内縁には珠文がめぐり、素文

の高い外縁をもっ。淡灰色を呈し軟質。平安時代。興戸廃寺3などと同箔のものかとも思われる

がよくわからない。 7は単弁蓮華文を内区とし、弁央を凹ませた花弁をもっ。淡褐色を呈し軟質。

三山木廃寺2などと同様の花弁をもつが、一応平安時代と考えておく 。8は右回りの三巴文を内

区とし、巴の中心K小粒の珠点をもっ。表面黒色を呈し軟質。鎌倉時代。

9は忍冬文の一種と考えられる文様で、瓦当は 2枚重ねでつくられるがが、下半部ははずれ

ている。淡黄褐色を呈し軟質。白鳳時代。 10は中心飾が「小」字形の均整唐草文を内区とする平

城宮系のもの。上下周縁は珠文で飾る。瓦当面黒灰色、他は淡褐色を呈し軟質。奈良時代。 11は

唐草文を内区とする厚手のもの。黒灰色を呈し硬質。一応平安時代。 12は内への巻き乙みの強い

連続した唐草文を内区としたもので、平瓦部凹面lζ粗い布目を残す。淡褐色を呈し軟質。平安時

代。 13は単純化させた小さな唐草を上下2段に並べ配したもの。黒灰色を呈し硬質。鎌倉時代。

14は珠文から上へ3葉、左右へ 1葉ずつの中心飾と均整唐草文を内区とする。淡褐色を呈し硬質。

江戸時代。図示しなかったが、 三山木廃寺に多くみられる細し 1線引きの五重弧文のものがある。

以上の他に、個人蔵のもので、九州太宰府と同箔の平安時代の軒丸瓦や、 三山木廃寺と同型式

の白鳳時代の軒丸瓦・同箔の奈良時代の軒平瓦など多くのものが知られているが、今回は割愛し

た。 (鷹野一太郎)

(注)

凶) 付表2文献一覧表番号11・13・16・17・18・27・38・79
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16.小田垣内遺跡

小田垣内遺跡は、普賢寺谷に川を挟んで存在する数多くの館跡ないし城跡のひとつで、宇頭城

川が合流する付近の普賢寺川右岸にあり、南側丘陵地から普賢寺谷に延びた低丘陵上に位置する。

丘陵裾には、永禄年間(1558-69)に建てられた田宮館の一部が現存する。

丘陵上に南北長約250m、東西幅30--50mの範囲に階段状に削平地があり、ほぼ中央lζは、丘

陵に直交するように溝を伴って土塁がみられ、南側lζは堀切がある。また、堀切の付近には背後

の丘陵や西の丘陵K向かう逃げ道用に作られたとみられる土塁もある。

城主、築造年代などは明らかでないが、丘陵裾にある田宮館との関連が考えられ、田宮館の一

部か、または緊迫時に城として利用されたものかと推定される。 (鷹野一太郎)

第37図 小田垣内遺跡遠景 (手前田宮館、北から) 第38図 小田垣内遺跡見取り図
(tf供城羽1st.:研究会)

17.シオ古墳群

天王集落の北方、枚方へ通じる道の西側の丘陵上に存在する古墳群である。

l号墳は、南に開口する両袖式の横穴式石室を主体部とするもので、墳丘については、流出の

ためか不明である。石室の羨道部は埋没しておりよくわからないが、玄室部は天井石も残ってお

り、長さ約4m、高さ 1.55mを測る。幅は奥壁の下部で1.75m、上部で0.93mと、かなりの持ち

第39図シオ l号墳 第40図 シオ l号墳石室内部
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送りがみられる。玄室の両側壁・奥壁は花商岩の小さな割石を用いて構築されている。羨道部lと

は、下司古墳群と同様の大きめの石が面をそろえたかたちで用いられているようである。副葬品

などについては一切明らかでない。

また、かつては付近になお数基存在したらしいが、現在は l号墳のみ残っているようである。

ただ、 1号墳の西南の竹薮の中に巨石が2個転落している。 r京都府遺跡地図』所載の 2号墳が

乙れにあたるものと考えられる。(鷹野一太郎)

(注)

間) 付表2文献一覧表番号12・13・25

18.天王畑(普賢寺)城跡

天王畑城跡は、天王の式内朱智神社の北方、 三角点の設置されている山頂部に位置し、城の西半

分は現在大阪府枚方市に属している。つまり、城自体が河内と山城の国境の役目をなし、東眼下

には普賢寺谷を一望できるという地の利を得ている。

山頂稜部の長約 140m、幅約40mの範囲に 4ケ所の削平地を設

け、本郭である南端の削平地の東側から南側にかけて幅15m、壁

高約15mの堀切を設けている。

当城は建武3年 (1336)頃、普賢寺土佐守楢盛が南朝のために

築城し、貞和3年(正平2、1347)に楢盛の子但馬守孝盛が増築、

永正年間(1504-21)に城壁が破壊したが、その後天文年間(1532

-55)に再興され、乙の頃から三好氏の城となったと推定されて

第41図天王畑(普賢寺)城跡いる。(鷹野一太郎)
見取り図

(提供城郭史研究会注)

(31) 付表2文献一覧表番号31・73

IV.諸遺跡出土の遺物

乙乙では諸機関および個人蔵の町内諸遺跡出土の遺物について

いくつかを時代順に紹介する。

旧石器時代の資料として、天王朱智神社南側の高ケ峯遺跡出土

の橿石技法によるサヌカイ卜製石核がある(第42図)。

縄文時代のものとしては、三山木の石棒として古くから注目さ

れている、山崎神社所蔵の石棒ならびに異形石器があげられる

(第43図)。第44図はその山崎神社所蔵の遺物で、山崎遺跡の石棒

第42図 高ケ峯遺跡出土サヌカ ( 6 )・異形石器(5 )と、現在神社境内地に石室の一部が露出して

イ卜製石核 いる山崎2号墳(八王子塚古墳)出土と伝える遺物(1 -4)で
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ある。石棒は両頭式のもので、形よく磨かれて

いる。断面長楕円形を呈し、よく残っている方

の頭部は、片面は丸味を帯び、もう片面はいく

分平滑に仕上げられている。また、表面にはう

すく赤色顔料が認められるが、御神体として伝

えられているので、本来のものか否かは不明で

ある。 5は、石冠の退化形式もしくは石錘かと

も考えられるもので、中央で環状に凹んで、いる

ところは、磨かれつるつるになっている。平面

円形を呈するこ面のうち、一面は凸レンズ状に、

もう一面は中央が少し凹んでいる。材質は5・

6ともに青色泥板岩である。乙れら二点は一応

縄文時代後期と考えられるが、 二点以外には知

られない乙と、また、山崎神社周辺から同時代

の遺物は採集されないことなど、他の地から招

来された可能性も考えられる。 1• 2は瓦器椀

で、ともにしっかりした高台で、内側の口縁端
第43図 山崎遺跡出土遺物

20CM 

パノノ / ，

ι-に / / J 、、、//、、-，
、‘〆、ー'

(左 :石縁、右:異形石器)

で童夢に三2
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第44図 山崎神社所蔵遺物実測図
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第46図 狼谷遺跡出土石器
(上:石包丁、下:左・柱状石斧、右・環状石斧)

下lζ沈線をもち、体部外面下半部まで暗文を施すもので、 12世紀代の大和型に属すると考えられ

第45図狼谷遺跡出土弥生土器

る。 3は須恵器の高杯で、脚部内外面にしぼりの痕がよく残っている。 4は金環である。

第45・46図は国鉄大住駅南方、健康ケ丘東方の丘陵地一帯に拡がる狼谷遺跡より吉村正親氏に

よって採集された弥生時代に属する遺物である。時期的には中期のものが大半をしめ、極少量後

期のものも含まれている。遺跡地は現在かなり開発が進んでおり、旧地形を残すと乙ろが少なく

なっているが、丘陵上に立地するという点からみれば、弥生中期の高地性集落の範暗に含めるこ

ともできょう。なお、かつて乙の遺跡から採集された弥生土器の壷棺が、現在中央公民館で展示

されている。

第47図は、大住小学校蔵の内山古墳出土の須恵器である。 1・2は杯蓋で、丸みのある天井部

をもち、ロクロケズリの範囲は狭い。3は壷類の蓋で、天井部の中心からややはずれたところに

凹みのあるつまみをもっ。4は杯身で、内傾する立ち上がりをもち、ロクロケズリの範囲は狭い。

5は短頚壷で、直立する口縁部をもっ。 6は『田辺町郷土史-古代篇』の表紙を飾った台付長頚

壷。頚部 ・体部には l条ず.つ・ 2条ずつの凹線があり、それらの聞には細かな波状文が施されて

いる。台の部分には 2段の透かしが3方にあいている。 7は球形の体部をもっ壷である。これら

口

oqu 
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第47図 内山古墳出土須恵器実測図
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第48図 大欠古墳出土土器実測図
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第49図大欠古墳出土遺物
(上:須恵器・瓦器、下:鉄刀)
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は6世紀後半に属するものと考えら

れる。

第48・49図は、粟野諜氏によって

採集された大欠古墳出土の遺物であ

る。古墳は薪集落の西方、狼谷遺跡

のある丘陵の東斜面に存在する横穴

式石室墳である。土器l乙は須恵器の

ほかに瓦器があり、石室が再利用さ

れた乙とが推測される。第48図1は

杯蓋、 2は杯身であるが、杯身は小

ぶりなもので、立ち上がりの内傾の

度合が強く 6世紀でも末葉頃のもの

と考えられる。3・4は瓦器椀で、

3は内面と口縁部外面のみに暗文が

みられ、4は内面の一部に暗文がみ

メー一一「一一=~…ので 13tlt*2ttIC属叩
\ !~ 考えられる。第49図下は鉄万で、 l 

l U 12 口になるものと思われる。

第50図田辺遺跡出土土器実測図 第50図は、中央公民館西北の田辺

遺跡で採集された土器である。 1--5は土師器の皿で、内面と口縁部外面になで・ょこなでがみ

られる。 6--8は瓦器椀で、 6• 7は浅手に作られ、 6は高台が付かず、内面にのみ暗文がみら

れる。7は断面三角形の低い高台が付き、外面にも宇都、暗文がみられる。 9・10は瓦器の羽釜で、

鍔の下面にはススが付着している。 9は一見須恵器のような焼成である。11・12は土師器の羽釜

で、口縁部は内傾している。 11は鍔下面と体部外面。 12は外面全体lζススが付着している。乙れ

らの土器は概ね、 13世紀後半以降に属すると考えられる。乙の遺跡の西方丘陵上には、田辺城跡

が存在し、両者の関連が想像される。

また、採集品のなかには、形象埴輪・ 5世紀代に遡るとみられる須恵器・瓦・陶器などのほか

に焼土、窯壁かと思われるものがある。(鷹野一太郎)
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付表

付表 1 田辺町遺跡一覧表

付表2 田辺町埋蔵文化財関係文献一覧表



A 
hコ

番号

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12-1 

12-2 

12-3 

12-4 

13 

14一 l

14-2 

14-3 

14-4 

14-5 

15 

16 

17-1 

17-2 

18 

所
名 称

大字

天 神社古墳 松井

松井横穴群 " 

向山遺跡 " 

キンリンサン古墳 大住

大市姫〈智八佐光書空家車寺寺山窓高古古古靖J繍〉繍
" 

" 

" 

月読神社 古 墳 " 

内山古墳 " 

立居地蔵古墳 " 

城山遺跡 " 

城山 l 号 墳 " 

2 号 噴 " 

3 号 墳 " 

4 号 4責 11 

岡村 古 墳 " 

郷 土 塚 l号 境 薪

2号 境 " 

3号 績 " 

4号 境 " 

5号 墳 " 

大欠 古境 " 

狼谷 (小谷)遺跡 " 

畑山 l 号 墳 " 

2 号 境 " 

畑山遺跡 11 

在 地
種 類

字

要 ケ市 古 境

上西浦 " 

" 散布地

八王寺 古 績

" " 

" " 

姫 / 屋内 " 

池 平 " 

中 " 

杉 谷 " 

内 山 散布 地

" 古 噴

" " 

" " 

" " 

姫 ノ 垣内 " 

平 谷 " 

西 山 " 

" " 

" " 

畠 " 

" 

狼 谷 散布地

商 山 古 漬

" " 

" 散布地

付表 1 田 辺町 遺跡 一 覧表

時 代 立地 iI 跡 の 続 要 遺 物 現状 文 献 備 考

古墳 丘陵 天神社裏 円墳径20m・高さ 2m 完存 25 

古墳後期 丘陵腹 来迎寺西方第皿項参照 5頁恵器 ・金環 半場 3 • 5・25・50・
51・61

弥生後期 丘陵頂 弥生土器 ・石斧 ・磨製石貧IJ 竹林 25 

古墳中期 低台地 削平され東側一部のみ残存 土師器 ・須恵器 全繊 25 

" " 前方後方墳第E項参照 半相自 8 .18・25・42

" " 前方後円繍第E項参照 石製品 ・万剣 半域 8・25・43

古境 平 地 水田中K1本松あるのみ 半荷量 8・25

" 低台地 墳円墳丘かiζ忠魂径約碑20m・高さ2.5m 半犠 25 

古墳後期 台地 須恵器 消滅 25 

古噴 " 全犠 25 

弥生・中世 丘陵端 杉谷池の西南大住減跡裾 弥生土器 ・石斧 ・中世土器 25 

古境 丘陵 半犠 25 

古墳後期 丘陵頂 円積 完存

" " 横穴式石釜石材露出 半場

" " 績穴式石室石材散乱 " 

古境 平地 持直輸 " 25 

" 丘陵頂 全犠 25 

" " 円噴径30m・高さ 3.5m 土鉄鎌師器・破植片輸 ・(鎗家身・鳥・鉄)斧 ・ " 24 

" " " 25 

古墳後期 丘陵腹 円巨墳石残径存30皿・高さ 2m 績穴式石室 半題担

" " 績穴式石室 須恵器 " 

" 丘陵鵠 償穴式石室 須恵器・瓦器 ・万 ・馬具 全嬢

弥生中後期 丘陵 南北850m・東西3∞m 弥生土器 ・石包丁 ・石斧 25 

古墳後期 丘陵腹 績穴式石室 半場 25 

11 " 償穴式石室 " 

" 丘陵裾 南北120m・東西60m 須恵器 25・45
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19ー 1

19-2 

20 

21 

22-1 

22-2 

22-3 

22-4 

22-5 

22-6 

22一7

22-8 

22-9 

22一10

23-1 

23-2 

23-3 

23-4 

23ー 5

23-6 

23-7 

23-8 

23-9 

23-10 

24 

西山 1 号境

3 号 境

石ヶ谷古墳

牛の宮古墳

姻切 1 号 墳

2 号績

3 号境

4 号繍

5 号績

6 号績

7 号墳

8 号境

9 号墳

10号墳

堀切 l号償穴

2号機穴

3号横 穴

4号績穴

5号横穴

6号機穴

7号 横穴

8号繍穴

9号横穴

10号横穴

薪 遺 跡

薪 溜 池 古 墳

H " " 

" " " 

" " " 

" 堀切谷 " 

" " " 

" " " 

" " " 

" " " 

" " " 

" " " 

" " " 

" " " 

" 里 / 内 " 

" 婦切谷 " 

" " " 

" 大 欠 " 

" 堀切谷 " 

" " " 

" " " 

" " " 

" " " 

" " " 

" H " 

" 堂後ほか 散布地

古績後期 丘陵綿 横穴式石室石材 1個露出 鎧・剣 ・土師器 半島自 25 

" 丘陵腹 横穴式石室側石一部露出 " 25 

" " 全場 25 

古境 台地 土器 半犠 25 

古墳後期 丘陵頂 横穴式石室 須恵器 ・土師器 ・万剣 " 25 

" " 横穴式石室 " 25 

" 丘陵腹 償穴式石室 " 25 

" 丘陵稜 償穴式石室第皿項参照 円筒纏鎗片 ・須恵質陶棺片 消滅 25・59 昭和54年発掘調査

古毛責 丘陵頂 円境薪小学校裏山 円筒箱鎗片 半媛

" " 円噴薪小学校裏山 " 

古境後期 " 円漬第E項参照 埴筒輪)・(人器物台 ・馬 ・器財 ・円 消滅 59 昭和54年発掘調査

" " 古墳残欠第E項参照 " 59 " 

" " 円寝第皿項参照 須鉄恵万器・銀環 ・ガラス玉・ " 59 " 

古墳 " " 半嬢

古墳後期 丘陵腹 償穴北向き斜面 伝須恵器 消滅 35 

" " " 伝須恵器 " 35 

" " " 北向き斜面 伝須恵器杯14個 " 35 

" " " 
東長向さ約き斜10面m、高さ2m、幅2m

{云須恵器杯 ・鉄万 " 35 

" " " 
長東向さ現き斜在面4.6m、高さ0.8m、幅2m 骨須.恵片歯器)(杯頭身蓋骨・土片師・器下杯顎骨・人片 " 

35 昭和44年発掘調査

" " " 
東長幅向さ2.6現きm斜在~面4l8.5mm 、高さ1.8皿、 須同頭環恵破壷・器片刀・係子・(広有〉・蓋人口・家骨壷高係形・1無石体・蓋台綿分高付・係長金・

" 35 " 

" " " 第E項参照 土師器 " 59 昭和54年発掘調査

" " " 第皿項参照 須恵、器 " 59 " 

" " " 第皿項参照 須恵、器 " 59 " 

" " " 第皿項参照 須.恵鉄器片 ・・ 土釘師・器人骨・鋳得金具 " 59 " 

平古樋安後期~ 台 地 南北800m・東西900m 弥・生陶磁土器器・・土平瓦師器・土・製須恵円器仮
昭和42年一部発掘調査
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番 号

25 

26ー l

26-2 

26-3 

26-4 

27-1 

27-2 

27-3 

28 

29 

30 

31-1 

31-2 

31-3 

31-4 

31-5 

31-6 

31ー7

31-8 

31-9 

31-10 

32 

33 

34 

35 

36 

名 称

西 薪遺跡

天 鹿山 l号 墳

2号 境

3号 墳

4号 墳

小 欠 l 号 噴

2 号 樹

3 号 噴

田辺遺跡

輿 戸 遺跡

興 戸 廃寺

興 戸 l 号 墳

2 号 噴

3 号 境

4 号 墳

5 号 境

6 号 積

7 号 漬

8 号噴

9 号 墳

10号 墳

酒 量量 古 境

創l塚古 噴

大 原 古 噴

飯岡 草 草ま古噴

弥陀山 古 噴

所 在 地

大字 字

薪 大 欠

" 山 坦 外

" " 

" " 

" " 

" 欠

" " 

" " 

田辺 田辺ほか

輿 戸 小モ詰ほか

" 山 添

田辺 丸 UJ 

興 戸 御 垣 内

" " 

田辺 丸 山

" " 

興 戸 御 屋 内

" " 

" " 

田辺 丸 山

" " 

興 戸 宮ノ 前

" 山 添

" ポヶ谷

飯岡 西 原

" 中 峯

種 類 時 代

噴 纂 か 奈良前期か

古 場 古墳

" " 

" " 

" " 

" 古墳後期

" " 

" " 

散布地 古漬~中世

" 弥生~中世

寺院跡 奈良~鎌倉

古 墳 古境前期

" " 

" 古境

" " 

墳 墓 弥生後期

古 噴 古噴

" " 

" " 

" " 

" " 

" " 

" " 

" " 

" 古噴前期

" 古墳

立 地 遺 跡 の 続 要 遺 物 現状 文 献 備 考

丘陵腹 砂と木炭のつまった大費出土 須恵器大!lC高49c田) 25 

丘陵頂 円境径15m・高さ 2m 粘土都 円筒埴輪 ・5頁恵器 (高綜) 半場

" 円境径15m・高さ1-2m 完存

" 円噴 径18m・高さ 2-3m " 

丘陵腹 円噴径15m・高さ 2m " 

" 径20m・高さ3-4m 須恵器 ・土師器 半題担 25 

" 全境

" " 25 

丘陵裾 南北250m・東西250m 土器師・器犠輪・須・恵瓦器 ・瓦器 ・陶 25 

平 地 南北500m・東西600m 第E項参照
弥器.生緑・土紬青器磁陶器・・ 土白・灰磁師器勅陶・器須恵・器瓦

49・63 発昭鋸和5調0年査7月 ・54年一部

台 地 府第立E項山城参園照芸研究所内の西方台地 瓦額 16・27

丘陵頂 前方後円墳第皿項参照 鉄刀 半壊 21・75

" 円噴第阻項参照
鏡輪形石3・以円・上鍬筒形)・管石玉・剣・・石均車錫輸11・(車家 " 

21・25・47・75 昭和18年4月25日調査

丘陵稜 古墳か 75 

" 円噴 全第 74・75 昭和55年10月発鋸調査

" 方形台状墓第皿項参照 弥生土器 半纏 74・75 昭調査和5後5年保存10月発鋸調査

" 円績 完存

" 円噴 半域

丘陵腹 古噴か

丘陵稜 円墳 半犠

" 円噴 " 

" 円境 径6.3m・高さ 3m 完存 25 

平 地 全境 25 

丘陵腹

" 前方後円噴第E項参照
草玉.額子刀議・(硬剣2玉6h劉1勾4玉沼 ー善署玉語製 半嬢 1・7・15・16・ 昭和51年3月発鋸調査25・44・53

丘陵頂 円績第E項参照 " 7・25
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37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44-1 

44-2 

44-3 

44-4 

44-5 

45 

46 

47 

48-} 

48-2 

48-3 

48-4 

49 

50 

51 

52ー l

52-2 

53 

54 

ゴロコ'ロ山古噴 飯岡

薬師山古噴 " 

金泥山古墳 " 

卜・/カ古(境キンリン " 
サン)

飯岡績穴 " 

木田辺)天遺神跡山 (三山 三山木

新 宗谷古 墳 三山木

下司 l号墳 多々羅

2 号境 " 

3 号墳 " 

4 号墳 " 

5 号墳 " 

大御堂古境 普賢寺

普賢寺跡 " 

御所内遺跡 " 

王居谷 l号境 " 

2号積 " 

3号墳 " 

4号墳 " 

御 家古墳 水取

錆 古 繍 " 

丸塚古犠 天王

シオ 1号境 " 

2 号墳 " 

大西館跡 普賢寺

山崎 l号墳 三山木

中 峯 古 墳 古墳前期

" " " 

南 原 " 古墳

山 " 古噴中期

久保田 " 古墳後期

天神山 集落跡 弥生後期

" 古 墳 古墳

谷 奥 " 古境後期

" " " 

" " " 

" " " 

" " " 

下 司 " " 

下大門 寺院跡 奈良前期~

字頭城 単独出土地 奈良後期

王子谷 古 墳 古墳後期

" " 古犠

" " " 

" " " 

御 家 " 古演後期

平 作 " " 

中別所 " 古墳

裂 石 " 古墳後期

" " " 

下大門 館 跡

山 崎古 境 古翁

丘陵頂 円績第E項参照 半場 7・25・41

" 円境績頂K薬師堂第E項参照 " 7・25

" 伝土器 全域 25・30

台地 円境第E項参照
鏡小玉3)・・万玉剣類・(馬勾具玉 ・管玉 ・ 半綾 7・14・25

丘陵腹 横穴第E項参照 瓦須恵器器・土師器・陶磁器・ " 7・25・65 昭和53年発繍調査

丘陵 第皿項参照 弥.生砥土石器・石・鍬万子・石・異斧形銅器 32・3538・36・46・ 調昭査如4後3保年発存掘展示調査54・

丘陵綾 須恵器破片 25 

山腹 第皿項参照 須金銅恵器釘 ・・ 土鉄鎌師穏・陶棺片・ 半犠 2128 ・13・25・26・ 昭和38年発掘調査

" 円境第E項参照、 須釘恵・鉄器鎖・土師器 ・瓦器 ・鉄 " 25・26・28 " 

" 円墳第皿項参照 " 25・26・28 " 

" 績穴式石室石材散乱 第E項参照 " 25・28

" 倹穴式石室 " 

" 積償全穴み長式石み7.8残室m存(両袖式) 羨道部長差下段の石 " 26・28 昭和38年発鋸調査

約の 玄室幅1.8m

丘陵 港心礎露出 第皿項参照 瓦類 ・土師器 ・灰柏陶器 181・1237・16・17・
18. 27 • 38・79

丘陵腹 土和銅師開器弥(広5口壷) 29 

丘陵稜
横径円墳2穴0式m石白・室高山講さ社石2.5材裏m丘3個陵露出

半嬢 25 

" 円績 完存

" 円墳 " 

" 円債 " 

山腹 円墳繍穴式石室石材露出 半簸 25 

" 償穴式石室 " 25 

" 古績か 25 

" 第四項参照 半場 12・13・25

H 第皿項参照 " 

丘陵端 大西氏の館跡 消滅

" 円績山崎公民館のと乙ろ 勾玉 全頒 1 .25 
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番号

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66一1

66-2 

66-3 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

所
名 称

大字

(八王寺2縁号古墳墳) 
三山木

(権現3塚号古墳境) " 

山崎iA跡 " 

三 山木廃寺 宮津

西羅遺跡 三山木

南山遺跡 " 

多々緩遺跡 多々羅

江津古境 宮津

宮津古墳 " 

菖蒲谷古境 三山木

奥山田池遺跡 " 

宮の口 1号境 宮津

2号墳 " 

3号墳 " 

大住(内山)城跡 大住

興 戸 城跡 興戸

田辺城跡 田辺

域天王)畑跡減(普賢寺 天王

水取減跡 水取

宮津

宮の下遺跡 三宮山木津

山崎北方遺跡 三山木

古屋敷遺跡 " 

在 地
種 類

字

山 崎 古 墳

" " 

" 散布地

佐牙垣内 寺院跡

芝山ほか 散布地

南山ほか " 

東平川原 " 

西 浦 古 横

北 浦 " 

奥山田 " 

" 散布地

白 山 古 墳

" " 

" " 

内 山 減 跡

南鉾立 " 

丸 山 " 

高ケ峯 " 

御 家 " 

鳥羽口 散布地

上灰 切 崎山 " 

柳ケ町 " 

荒木ほか " 

時 代 立地 遺 跡 の 概 要 遺 物 現状 文 献 備 考

古漬後期 丘陵繍 石円墳材露山出崎神社内 債穴式石室 須恵器・瓦器・勾玉・金環 半壊 23・25

古漬 丘陵稜 円績径10m・高さ1.5m " 25・78 昭和46年一部発掘調査

縄文後期 丘陵頂 山崎神社付近 石棒・異形石器 9 .25 

鎌奈良倉前期~ 丘陵 佐牙神社南方第皿項参照 瓦類 竹林 6-1408 ・16・17・
27・

弥生 台地 南北250m・東西150m 磨製石斧

弥生~ " 南北200m・東西150m 恵サ器ヌカイト片・土師器・ 須

" 土師器・須恵器

古績後期 丘陵腹 績穴式石室 巨石 l個残存 半犠

古境 丘陵頂 石や地や感蔵ありありがるのみ頂部に 「天正J銘の 土師器片(壷)・炭 " 

古境後期 丘陵端
横全穴長式11石m室・高さ 1m ・幅2m 石材散乱

須恵器 " 25 

丘陵裾 菖東蒲西谷古墳の南西400m 南北350m・ 土布師目器瓦(皿)・須恵器(柑)・ 25 
200m 

古墳後期 丘陵腹
宮横穴ノ式口石白室山神社石裏材山l個残存

半纏 25 

" " 績穴式石室 全媛

" " 横穴式石室 半媛

中世 丘陵頂 大70住Om中の学五校稜東形方の大丘住陵氏居南域北200m・東西 31・67

" " 南北朝時代藤原長門守秀長の居城 消滅 31・47・69

" " 田辺公圏西方の丘陵第E項参照 31・68

" 山頂 朱智神社の北方丘陵第E項参照 31・73

" 丘陵
西南光北寺朝北時西代水の丘取伊陵勢守義勝の居城

31・72

平 地 南北250m・東西200m 土師器

" 南北300m・東西250m 土師器・須恵、器

" 土師器

中近世 " 南乙北の5付50近m条-里東遺西構40よOmく残る 土瓦師・器瓦器・須・恵陶器器・丸瓦・平 64 昭条和里5遺3年梅一確部認発鋸調査



~ 
『司

76 

77 

78 

79 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100-1 

100-2 

101 

102 

三山木

草内

" 

興戸宮ノ前遺跡 興戸

多々羅

河原遺跡 河原

尼ケ池遺跡 田辺

稲葉(東薪)遺跡 " 

棚倉孫神社遺跡 " 

三野遺跡 大往

東林遺跡 H 

松井

" 

松井窯跡群 " 

内田城跡 打田

大谷古境 興戸

輿戸宮ノ前窯跡 " 

口駒ヶ谷古境 三山木

口駒ヶ谷遺跡 " 

飯聞東原古場 飯岡

飯岡iI跡 " 

草路城跡 草内

西平川原館跡 三山木

南山減跡 " 

責谷 1号墳 大住

2 号墳 " 

多々羅

都谷遺跡 三山木

回 中 散布地 奈良

南垣内ほか " 

新池ほか " 

宮ノ前ほか " 室町

新宮前 " 

受悶ほか " 

間短内ほか " 平安

戸 絶 " " 

棚 倉 " 

一一 野 " 

八王寺 " 

大 峯 " 

北ケ市ほか " 

交野ケ原 窯 跡 長岡

宮 前 減 跡

大 谷 古 墳 古墳

宮ノ前 窯 跡 古噴後期

口駒ヶ谷 古 墳 " 

" 館 跡 中世

東 原 古 墳 古墳後期

南原ほか 集落跡 弥生~

宮ノ後 域 跡 近世

西平川原 館 跡 中世

南 山 城 跡 近世

責 谷 古 境 古績後期

" " " 

七瀬川 散布地 中世

" 館 跡 近中世世末~

平地 南北250m・東西250m 土師器・須恵器・サヌカイト

" 南北500m.東西3∞m 土師器 ・須恵器

" 南北250m・東西250m 土師器

台地 南北300m・東西400m 土師器 ・須恵器 ・瓦器 76 昭和55年一部発鋸調査

丘陵裾 南北70m・東西120m 土日市器

平地 南北100m・東西100m 土師器 ・須恵器

台地 南北250m.東西150m 土師器 ・須恵器 ・瓦器

平地 南北800m・東西650m 土あ師り器)・・瓦須器恵器(墨書土器 56 昭和51年一部発銀調査

丘陵裾 棚倉孫神社南接南北180m・東西150m 土師器 ・須恵器

平地 南北400m・東西150m 土師器 ・須恵器

" 南北250m・東西200m 須恵、器 ・平瓦

丘陵裾 南北800m以上 ・東西700m 土師器 ・須恵器

" 南北850m以上・東西700m 弥.生瓦土器器 ・土師器・須恵器

丘陵腹 須恵、器窯第E項参照 須土馬恵器・土師器 ・布目瓦 ・ 昭和55年 ・56年発掘調査

丘陵頂 打田集落南方の丘陵(棟高260m付近)

丘陵裾 円墳径15m・高さ 3m 完存

丘陵端 須恵、器窯第E項参照 須恵器 半話題

丘陵腹 倹穴式石室 " 

丘陵頂 掘南北100m・東西1.50m 須器恵・器瓦器・土師器 ・陶器・磁 昭和56年一部発掘調査

丘陵腹 木棺直葬第皿項参照 須恵器 ・土師器 66 昭和53年3月発掘調査

丘陵
竪後南穴期北住4)0居0m(弥生後期)・方形周溝墓(弥生 弥.生陶器土器・須恵器 ・土師器 55 昭調和査34年 ・57年一部発掘

-東西7∞m
平地 現咋間神社周囲11:掘 70 

丘陵頂 平瓦 ・軒平瓦

" 南旗本山西浅公井民光館政北の居一減辺70mの堀 71 

丘陵裾 償穴式石室羨道部露出 半犠

丘陵頂 横穴式石室 須恵器(提瓶) 消滅

丘陵腹 同志社校地内 土師器 ・須恵器

丘陵綿 同志社校地内 土日市器 ・須恵器・陶磁器 57 昭和52年発掘調査
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番号

103 

104 

105 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

112 

113 

114 

115-1 

115-2 

115-3 

115-4 

116 

117 

118 

119 

120 

121 

122 

123 

124 

125 

126 

127 

128 

129 

名 称、

新 宗谷 窯跡

新 宗谷 館跡群

まむ し 谷 窯跡

新宮前iA跡

小田屋内遺跡

口{中谷 I号 噴

2号墳

3号 境

4号境

虚空蔵谷遺跡

高 ケ峯iA跡

所

大字

ニ山木

多々緩

" 

" 

" 

" 

" 

普賢寺

" 

" 

" 

" 

松井

" 

" 

" 

大住

天王

車公 井

大住

" 

" 

" 

" 

" 
H 

" 

" 

田辺

" 

在 地

字
種 額

七瀬川 窯 跡

中 垣 内 減砦跡

谷 奥 窯 跡

" 散布 地

" 館 跡

" 散 布 地

新宮前 " 

下 司 " 

" 館 跡

小田屋内 館城跡

打垣内 " 

" " 

口{中谷 古 墳

" " 

" H 

" " 

虚空蔵谷 散布 地

高ケ峯 " 

相合ほか " 

下西野 " 

堂 附 " 

門田ほか " 

北角ほか " 

久保田ほか " 

三本木ほか " 

;d、 保 " 

時小林ほか " 

地内山ほか " 

西浜ほか " 

中ノ島ほか " 

時 代 立地 遭 跡 の 概 要 透 物 現状 文 献 備 考

奈良 丘陵腹 同志社校地内 第m項参照 須恵器

中世 丘陵綿 同志社校地内 Loc. 3 音儲・ 白磁・ 石臼 ・鋭 保存

奈良~平安 丘陵腹 同志社校地内第四項参照 須恵器
調昭和査5後6年う発め掘戻調し保査存

近世 " 同志社校地内 しoc.ll 近世陶器 ・ 磁~

" 丘陵端 同志社校地内 Loc.5 土師器 ・羽釜

中近世 " 新宮社南東30m 東西30m・南北40m 羽釜 ・明末陶器 ・磁器

近世 丘陵裾 同志社校地内 Loc.8 近世陶器 ・磁器

中近世 " 同志社校地内 Loc.12 中近世陶磁器

丘陵端

" 田宮館裏山第皿項参照

" 土師器

" 

古噴 丘陵頂 古境か径10m・高さ 1m 完存

" " " " " 

" " " " 中央部IL凹みあり " 

" " " " " 

弥生 丘陵腹 磨重世石鎌 ・砥石

旧石器 " サヌカイト石核 62 

平 地 南北200m.東西200m 土師器 ・須恵器

" 南北150m・東西150m 土師器

" 南北200m・東西200m 土師器

" 南北550m・東西700m 弥生土器 ・土師器 ・5頁恵器

" 南北250m・東西200m 土師器

" 南北300m・東西150m 土師器

" 南北300m・東西300m 土師器

" 南北100m.東西100m 土師器

" 南北100m.東西100m 土師器

" 南北150m.東西250m 土師器

" 南北300m・東西200m 土日市器

" 南北450m・東西700m 土師器 ・瓦器



，t... 
C.D 

130 

131 

132 

133 

134 

135 

136 

137 

138 

139 

140 

141 

142 

143 

144 

145 

146 

147 

148 

149 

150 

151 

152 

153 

154 

155 

156 

157 木原屋敷跡

東

" 

薪

回辺

東

E車内

飯間

輿戸

三山木

" 

" 

宮津

三山木

宮津

11 

" 

水取

" 

田辺

大住

" 

" 

" 

箪内

輿 戸

三山木

宮津

三山木

育 上ほか 散布地 平地 南北100m・東西150m 土師器

七反容lほか " " 南北800m.東西300m 土師器 ・須恵、器

減ケ前 " " 南北200m・東西100m 土師器

竹脇池 M " 南北100m・東西50m 土師器

鍵 回 " " 土師器

橋折ほか " " 南北300m・東西200m 土師器

大将軍ほか " 11 南北1.100m・東西250m 土師器 ・須恵器 ・瓦器

川原谷 " " 南北100m・東西70m 土日市器

野 神 " " 南北130m・東西200m 土師器

直田ほか " " 南北350m・東西250m 土師器

逮 藤 " " 南北100m・東西150m 土師器

下 川原 " " 南北50m・東西100m 土師器 ・須恵器

西 羅 " 丘陵頂 南北100m・東西200m 土師器

宮ノ下 " 平 地 南北200m・東西50m 土師器 ・須恵器

屋敷回ほか " " 南北350m・東西150m 須恵器

池ノ内 11 11 南北100m以上 ・東西120m 土師器

御 家ほか " " 南北450m・東西100m 土飾器

高井鎌 11 11 南北70m・東西40m 土師器

茂ケ谷 " 丘陵裾 土師器

八河原 " 低台地 土師器

中西野 " 平地 瓦器

杉 谷 11 " 南北130m・東西200m 土師器

繕ノ筋 " 丘陵裾 土師器

五反凹 " 平地 土師器

下/河原 " " 土師器

七瀬川 " " 土師器

白山ほか 11 " 須恵器

芝 山館 跡 丘陵



付表2 田辺町埋蔵文化財関係文献一覧表

障号 文 献

明治38年 (1905)

1 I岩井武俊 「山城国相楽綴喜両郡の古墳J Cf考古界J5 -1 ) 

明治41年 (1908)

2 I京都府教育会 『山城綴喜郡誌』
綴喜郡部会

明治45年 (1912)

3 I岩井武俊 「山城国綴喜郡大住村松井の横穴J Cf歴史地理J20-4 ) 
大正3年 (1914)

4 I中 川 修一 「山城綴喜郡田辺草内付近条里坪並考J Cf歴史地理J23-6) 

大正6年(1917)

5 I長江正一 「京都府綴喜郡大住村字松井の横穴J Cf考古学雑誌J7 -8) 

大正9年 (1920)

6 I梅原末治 「三山木村ノ廃寺J Cf京都府史蹟勝地調査会報告J2、京都府)
7 I梅原末治 「飯ノ岡ノ古墳J Cf京都府史蹟勝地調査会報告J2、京都府)
大正11年 (1922)

8 I梅原末治 「大住村車塚古墳J Cf京都府史蹟勝地調査会報告J3、京都府)

大正12年 (1923)

9 I梅原末治 「三山木村山崎ノ石棒ト同地ノ古墳JCf京都府史蹟勝地調査会報告J4、京都府)
10 I梅原末治 「三山木廃寺(補遺)J Cf京都府史蹟勝地調査会報告J4、京都府)
昭和5年 (1930)

11 I佐 藤虎雄 「普賢寺遺蹟J Cf京都史蹟J1 -3) 
12 I佐 藤虎雄 「普賢寺谷の古墳J Cf京都史蹟J1-4) 
13 I佐藤虎 雄 「普賢寺の遺蹟J Cf京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告J11、京都府)

昭和13年 (1938)

14 I梅原末治 「山城飯岡トヅカ古墳Jcr日本古文化研究所報告J9、日本古文化研究所)
15 I梅原末治 「山城飯岡車塚古墳J Cf日本古文化研究所報告J9，日本古文化研究所)

16 I田中重久 「平安莫都前の寺祉と其出土瓦に就いてJ Cf夢殿論誌J18) 
昭和15年 (1940)

17 I田中重久 「山城国の郡名寺院J Cf史遮と美術J11ー 6)

昭和18年 (1943)

18 I毛利 久 「山城国観音寺新出土の古瓦についてJ Cf史遮と美術J14ー 1) 

昭和23年 (1948)

19 I藤岡謙二郎 「山城盆地南部景観の変遷J Cf日本史研究J7、日本史研究会)
谷岡武雄

昭和26年 (1951)

20 I西田直二郎 『洛南大住村史』

昭和30年(1955)

21 I梅原末治 「田辺町興戸古墳J Cf京都府文化財調査報告J21、京都府教育委員会)
22 I村田太平 『郷土田辺の歴史と侍説』
昭和31年 (1956)

23 I田辺郷土史会 「京都府緩喜郡田辺町三山木山崎神社の瓦器J Cf古代学研究J15・16)
昭和34年 (1959)

24 I西 川 滋 「京都府田辺町郷土塚2号墳出土の鳥形埴輪Jcr古代学研究J20) 
25 I田辺郷土史会 『田辺町郷土史一古代篇』
昭和38年 (1963)

26 I京都大学 「京都府下司古墳群発掘調査概報J Cf第6とれんちJ)
考古学研究会

ハU
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番号 文 献

27 I田辺郷土史会 『田辺町郷土史一社寺篇』

昭和39年 (1964)

28 I堤 圭 三 郎 「普賢寺所在古墳発掘調査概要J (~埋蔵文化財調査概報J 1964、京都府教育委員会)

29 I 京都府下発見の和同開祢J c ~古代文化J 12-5) 

昭和40年 (1965)

30 I京都大学 「南山城地方踏査報告ーその 1J (r第13とれんちJ)
考古学研究会

昭和42年 (1967)

31 I中 島 至 『京都府の城J cr日本城郭全集J8) 
昭和43年 (1968)

32 I森 浩 一 「田辺天神山弥生集落J (r同志社時報J33) 

33 I山 田良 三 『三山木弥生式遺跡発掘調査報告J (田辺町教育委員会 ・田辺町文化財保護委員会)

34 I田 辺 町 『京都府田辺町史』
昭和44年 (1969)

35 I高橋美久 二 「堀切横穴発掘調査報告J (r埋蔵文化財調査概報J1969、京都府教育委員会)

昭和45年 (1970)

36 I山田 良三 「三山木出土の異形銅器Jcr日本古文化論致J)
37 I高橋美久二 「相楽・綴喜遺跡分布調査概要JC ~埋蔵文化財発掘調査概報J1970、京都府教育委員会)

38 I奈 良国立 『飛鳥白鳳の古瓦』
博物館

昭和46年 (1971) 

39 I高橋美久二 「相楽 ・綴喜両郡第二次遺跡分布調査概要Jc~埋蔵文化財発掘調査概報J 1971、京都

府教育委員会)

昭和47年 (1972)

40 I京 都 府 『京都府遺跡地図』
教 育委員会

41 I下 村晴文 「綴喜郡一歴史的環境JC平良泰久 ・下村晴文編『南山城の前方後円墳』、竜谷大学考

古学資料室)

42 I万波 俊介 「大住車塚古墳J(平良泰久・下村晴文編『南山城の前方後円墳』、竜谷大学考古学資料室)
43 I奥村 清一 郎 「大住南塚古墳J(平良泰久・下村晴文編『南山域の前方後円墳』、竜谷大学考古学資料室)
44 I堀 守 「飯岡車塚古墳J(平良泰久・下村晴文編『南山城の前方後円墳』、竜谷大学考古学資料室)

昭和48年 (1973)

45 I西川 滋 「ゴーシ塚遺跡J (~筒城J 19、田辺郷土史会)
吉村正親

46 I森 浩一 「田辺天神山遺跡Jcr日本遺跡便覧J)
昭和49年 (1974)

47 I村田太平他編 『興戸の歴史J C興戸の歴史編集委員会)

昭和50年 (1975)

48 I京 都国 立 『古瓦図録』
博物館

49 I江谷 寛 『北鉾立発掘調査概要J C田辺町教育委員会)
粟野諜

50 I平良泰久 「南山城の後期古墳と氏族J (r京都考古J14、京都考古刊行会)
51 I森 浩一 「近畿地方の隼人J C大林太良編『日本古代文化の探求 隼人.D
昭和51年 (1976)

52 I堤 圭三郎 「石清水八幡宮から奈良山までJ C樋口隆康編 『京都考古学散歩.11)
53 I吉 村正親 『飯岡車塚古墳発掘調査報告J (田辺町教育委員会)
54 I森 浩一編 『京都府綴喜郡田辺天神山弥生遺跡Jcr同志社大学文学部考古学調査記録JI5、同志

社大学考古学研究室)
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番号 文 献

55 1森 浩一 「飯岡遺跡の住居祉と遺物J C森浩一編『京都府綴喜郡田辺天神山弥生遺跡』同志
大野左千夫 社大学考古学研究室)

昭和52年(1977)

56 1平良泰久 「東薪遺跡発掘調査概要Jcr埋蔵文化財発掘調査概報J1977、京都府教育委員会)
57 1鈴木重治恒 『京都府田辺町都谷中世館跡Jcr同志社大学校地学術調査委員会調査資料J11、同志
松藤和人珊 社大学校地学術調査委員会)

58 1都出比呂志 「高地にある集落J C門脇禎二編『史跡でつづる京都の歴史J)

昭和53年 (1978)

59 1林 正史 「京都府堀切古墳群及び横穴群Jcr日本考古学年報J3D 
昭和54年(1979)

60 1上田正昭 「シンポジウム 南山城の古代文化Jcr日本のなかの朝鮮文化J41) 
金達寿
森浩一

61 1前川宗男他編 『私達の松井J C私達の松井編集委員会)

62 1鈴木重治 「山城出土の旧石器Jcr考古学ジャーナノレJ167) 
昭和55年 (1980)

63 1山口 博 「興戸遺跡発掘調査概要Jcr埋蔵文化財発掘調査概報J1980、京都府教育委員会)
大槻真純

64 1同志社大学 「古屋敷遺跡発掘調査報告Jcr田辺町埋蔵文化財調査報告書J1、田辺町教育委員会)
校地学術調査
委員会編

65 1同志社大学 「飯岡横穴発掘調査報告Jcr田辺町埋蔵文化財調査報告書J1、田辺町教育委員会)
校地学術調査
委員会編

66 1同志社大学 「付載 飯岡東原古墳の発掘調査Jcr田辺町埋蔵文化財調査報告書J1、田辺町教育
校地学術調査

委員会)
委員会編

67 1乾 幸次 「大住城JC竹岡林・近藤滋・河原純之編『日本城郭大系J11、京都・滋賀・福井)
68 1乾 幸次 「田辺城JC竹岡林・近藤滋・河原純之編『日本城郭大系J11、京都・滋賀・福井)

69 1乾 幸次 「興戸城JC竹岡林・近藤滋・河原純之編『日本城郭大系J11、京都・滋賀・福井)

70 1乾 幸次 「草路城JC竹岡林・近藤滋・河原純之編『日本城郭大系J11、京都・滋賀・福井)

71 1乾 幸次 「南山城JC竹岡林・近藤滋・河原純之編『日本城郭大系J11、京都・滋賀・福井)

721乾 幸次 「水取城JC竹岡林・近藤滋・河原純之編『日本城郭大系J11、京都・滋賀・福井)
73 I乾 幸次 「天王畑城JC竹岡林・近藤滋・河原純之編『日本城郭大系J11、京都・滋賀・福井)

昭和56年 (1981)

74 1奥村清一 郎 「興戸古墳群発掘調査略報Jcr筒城J26、田辺郷土史会)
75 1奥村清一 郎 「興戸古墳群発掘調査概報Jcr田辺町埋蔵文化財調査報告書J2、田辺町教育委員
西川英弘~)

76 1奥村清一 郎 「興戸宮ノ前遺跡発掘調査概報Jcr田辺町埋蔵文化財調査報告書J2、田辺町教育
西川英弘

委員会)

771西川英弘 「郷土塚古墳群試掘調査概報Jcr田辺町埋蔵文化財調査報告書J2、田辺町教育委
鷹野一 太郎 員会)

78 1江谷 寛 「権現塚古墳発掘調査概報Jcr田辺町埋蔵文化財調査報告書J2、田辺町教育委員
粟野諜~)

79 1星 野猷 二 「鐙瓦製作と分割型Jcr考古学雑誌J67-2) 
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